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一　

は
じ
め
に

　

本
年
六
月
一
一
日
、
東
京
証
券
取
引
所
を
は
じ
め
と

す
る
全
国
の
証
券
取
引
所
に
お
い
て
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
改
訂
版
（
以
下
「
改
訂
版
コ
ー

ド
」
と
い
う
）
が
、
ま
た
、
金
融
庁
に
お
い
て
、「
投
資

家
と
企
業
の
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
改
訂
版
（
以
下

「
改
訂
版
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
い
う
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
公
表

さ
れ
た
（
注
一
）。
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー

ド
（
以
下
「
本
コ
ー
ド
」
と
い
う
）
は
、
二
〇
一
八
年
の

改
訂
に
続
い
て
二
度
目
の
改
訂
、
投
資
家
と
企
業
の
対

話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
以
下
「
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
い

う
）
は
、
二
〇
一
八
年
の
策
定
の
後
は
じ
め
て
の
改
訂

と
な
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
契
機
と
し
た

事
業
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
の
下
で
企
業
の
新
た
な

成
長
を
後
押
し
し
、
中
長
期
的
な
企
業
価
値
の
向
上
を

図
る
た
め
に
は
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
へ

よ
り
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
幅
広
い
関
係
者
に
お
い
て
、

今
般
の
本
コ
ー
ド
お
よ
び
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
訂

（
以
下
「
本
改
訂
」
と
い
う
）
に
つ
い
て
の
適
確
な
理
解

が
深
ま
り
、
実
効
的
な
取
組
み
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
理
解
の
一
助
と
な
る
よ
う
に
と
の
観
点
か

ら
、
本
稿
で
は
、
本
改
訂
の
経
緯
、
内
容
等
に
つ
い
て

解
説
を
試
み
る
。
な
お
、
本
稿
に
お
い
て
意
見
に
わ
た

る
部
分
は
、
い
ず
れ
も
筆
者
ら
の
個
人
的
見
解
で
あ

る
。

二　

本
改
訂
の
経
緯

　

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
は
、
二
〇
一
四
年

の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
策
定
（
二
〇
一
七

年
改
訂
・
二
〇
二
〇
年
再
改
訂
）、
二
〇
一
五
年
の
本

コ
ー
ド
策
定
（
二
〇
一
八
年
改
訂
）
な
ど
の
各
般
の
施
策

に
よ
り
、
一
定
の
進
捗
が
み
ら
れ
る
。
他
方
、
企
業
側

に
つ
い
て
、
指
名
委
員
会
、
報
酬
委
員
会
が
設
置
さ
れ

て
い
な
が
ら
も
委
員
構
成
の
偏
り
等
に
よ
り
そ
の
機
能

が
必
ず
し
も
十
分
に
発
揮
さ
れ
て
お
ら
ず
、
企
業
価
値

向
上
の
観
点
か
ら
適
切
な
資
質
を
備
え
た
独
立
社
外
取

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
と
投
資
家

と
企
業
の
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
訂
の
解
説
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締
役
の
選
定
に
必
ず
し
も
つ
な
が
っ
て
い
な
い
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
二
〇
一
九
年
四
月
に
は
、
金
融
庁
・

東
京
証
券
取
引
所
に
設
置
さ
れ
た
「
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド

シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
及
び
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・

コ
ー
ド
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
」（
座
長
・
神
田
秀
樹

学
習
院
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授
（
注
二
）。
以
下

「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
」
と
い
う
）
に
お
い
て
、「
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
更
な
る
推
進
に
向
け
た

検
討
の
方
向
性
」
と
題
す
る
意
見
書
（
以
下
「
意
見
書

⑷
」
と
い
う
）
が
公
表
さ
れ
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン

ス
に
関
し
て
、
監
査
に
対
す
る
信
頼
性
の
確
保
と
グ

ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方
と
い
っ
た
課
題
を
含
む

横
断
的
な
検
討
を
行
う
と
の
方
向
性
が
示
さ
れ
た
（
注

三
）。

　

ま
た
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
に
は
、
金
融
審
議
会
市

場
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
「
市
場
構
造
専
門
グ
ル
ー

プ
報
告
書

─
令
和
時
代
に
お
け
る
企
業
と
投
資
家
の

た
め
の
新
た
な
市
場
に
向
け
て

─
」
が
公
表
さ
れ
、

東
京
証
券
取
引
所
の
市
場
区
分
を
プ
ラ
イ
ム
市
場
、
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
市
場
、
グ
ロ
ー
ス
市
場
の
三
市
場
に
再
編

す
る
と
と
も
に
、
プ
ラ
イ
ム
市
場
に
上
場
す
る
企
業
に

つ
い
て
は
、
わ
が
国
を
代
表
す
る
投
資
対
象
と
し
て
優

良
な
企
業
が
集
ま
る
市
場
に
ふ
さ
わ
し
い
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
水
準
を
求
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
の
考
え
方
が
示

さ
れ
た
（
注
四
）。

　

さ
ら
に
、
二
〇
二
〇
年
七
月
に
は
、
企
業
が
コ
ロ
ナ

後
の
経
済
社
会
構
造
に
向
け
た
変
革
を
主
導
で
き
る
た

め
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会

議
に
お
い
て
本
コ
ー
ド
の
改
訂
に
向
け
た
検
討
を
行
う

と
の
方
針
が
、
令
和
二
事
務
年
度
金
融
行
政
方
針
に
お

い
て
示
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
動
き
を
受
け
て
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議

に
お
い
て
、
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
以
降
、
企
業
が
コ
ロ

ナ
後
の
経
済
社
会
構
造
に
向
け
た
変
革
を
主
導
で
き
る

た
め
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方
の
検
討

が
行
わ
れ
、
同
年
一
二
月
に
は
「
コ
ロ
ナ
後
の
企
業
の

変
革
に
向
け
た
取
締
役
会
の
機
能
発
揮
及
び
企
業
の
中

核
人
材
の
多
様
性
の
確
保
」
と
題
す
る
意
見
書
（
以
下

「
意
見
書
⑸
」
と
い
う
）
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
取
締
役

会
の
機
能
発
揮
と
企
業
の
中
核
人
材
の
多
様
性
の
確
保

に
関
す
る
考
え
方
が
示
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
会
議
の
会
合
は
定
期
的
に
開
催
さ
れ
、
本
年
四

月
六
日
、「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
と

投
資
家
と
企
業
の
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
訂
に
つ
い

て
」
と
題
す
る
提
言
（
以
下
「
本
提
言
」
と
い
う
）
が
公

表
さ
れ
た
。

　

本
提
言
を
受
け
、
全
国
の
証
券
取
引
所
に
お
い
て
本

提
言
で
示
さ
れ
た
本
コ
ー
ド
の
改
訂
案
に
つ
い
て
、
ま

た
、
金
融
庁
に
お
い
て
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
訂
案

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
が

行
わ
れ
（
注
五
）、
本
年
六
月
一
一
日
に
改
訂
版
コ
ー
ド

お
よ
び
改
訂
版
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
公
表
さ
れ
た
。

　

な
お
、
会
社
の
持
続
的
な
成
長
と
中
長
期
的
な
企
業

価
値
の
向
上
の
観
点
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
ガ
バ
ナ
ン
ス

体
制
が
最
適
で
あ
る
か
は
、
各
社
の
置
か
れ
た
状
況
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
本
コ
ー
ド
は

「
コ
ン
プ
ラ
イ
・
オ
ア
・
エ
ク
ス
プ
レ
イ
ン
」
の
手
法

を
採
用
し
て
い
る
（
注
六
）。
ま
た
、
機
関
投
資
家
と
企

業
の
建
設
的
な
対
話
を
充
実
さ
せ
て
い
く
観
点
か
ら

は
、
各
原
則
を
実
施
す
る
場
合
も
、
併
せ
て
自
ら
の
具

体
的
な
取
組
み
に
つ
い
て
積
極
的
に
説
明
を
行
う
こ
と

が
有
益
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
注
七
）。

　

対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・

コ
ー
ド
お
よ
び
本
コ
ー
ド
の
附
属
文
書
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
投
資
家
や
企
業
等
の
関
係
者

に
お
い
て
は
、
本
コ
ー
ド
の
み
な
ら
ず
、
対
話
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
も
併
せ
て
参
照
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
対

話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
機
関
投
資
家
と
企
業
と
の
対
話

に
お
い
て
、
重
点
的
に
議
論
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る

事
項
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
自
体

に
つ
い
て
、「
コ
ン
プ
ラ
イ
・
オ
ア
・
エ
ク
ス
プ
レ
イ

ン
」
が
求
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
企
業
が
本

コ
ー
ド
の
各
原
則
に
つ
い
て
「
コ
ン
プ
ラ
イ
・
オ
ア
・

エ
ク
ス
プ
レ
イ
ン
」
を
行
う
場
合
に
は
、
対
話
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
趣
旨
を
踏
ま
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。三　

本
改
訂
の
内
容

　

本
改
訂
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
図
表
１
・
図
表
２
の

と
お
り
で
あ
る
。
本
改
訂
は
、
本
提
言
に
お
い
て
示
さ

れ
た
大
き
く
三
つ
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
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〔図表１〕　コーポレートガバナンス・コードと対話ガイドラインの改訂（2021年）

建設的な対話

対話ガイドライン
（両コードの附属文書）

（2018年6月策定・2021年６月改訂）

スチュワードシップ・コード
（2014年２月策定・2017年５月改訂・

2020年３月再改訂）

コーポレートガバナンス・コード
（2015年６月策定・2018年６月改訂・

2021年６月再改訂）

機関投資家 企　業

「コーポレートガバナンス・コードと投資家と企業の
対話ガイドラインの改訂について」

（2021年４月６日公表）

p 新型コロナの中で企業がより高度なガバナンスを発揮する後押しをするための議論を経
て、フォローアップ会議において、本年４月６日、「コーポレートガバナンス・コードと
投資家と企業の対話ガイドラインの改訂について」（本提言）を取りまとめた。

p 本提言に従い、東京証券取引所および金融庁において、コーポレートガバナンス・コード
および対話ガイドラインの改訂版を６月11日に公表。

コーポレートガバナンス・
コードと対話ガイドライン
の改訂の趣旨・目的を明ら
かにしつつ、改訂案を提示

〔図表２〕　コーポレートガバナンス・コードの改訂（2021年）の概要

改訂（2021年）の概要

③サステナビリティをめ
　ぐる課題への取組み

②企業の中核人材におけ
　る多様性の確保

④上記以外の主な課題

①取締役会の機能発揮

・プライム市場上場企業において、独立社外取締役を３分の１以上選任（必要
な場合には、過半数の選任の検討を慫慂）

・経営戦略に照らして取締役会が備えるべきスキル（知識・経験・能力）と、
各取締役のスキルとの対応関係の公表

・他社での経営経験を有する経営人材の独立社外取締役への選任
・指名委員会・報酬委員会の設置（プライム市場上場企業は、独立社外取締役
を委員会の過半数選任を基本とする）

・管理職における多様性の確保（女性・外国人・中途採用者の登用）について
の考え方と測定可能な自主目標の設定

・多様性の確保に向けた人材育成方針・社内環境整備方針をその実施状況とあ
わせて公表

・サステナビリティについて基本的な方針の策定
・サステナビリティについての取組みの開示（特にプライム市場上場企業にお
いて、TCFDまたはそれと同等の国際的枠組みに基づく気候変動開示の質と
量を充実）

・［グループガバナンスのあり方］プライム市場に上場する「子会社」において、
独立社外取締役を過半数選任または利益相反管理のための委員会の設置

・［監査に対する信頼性の確保および内部統制・リスク管理］グループ全体を
含めた適切な内部統制や全社的リスク管理体制の構築やその運用状況の監督
／内部監査部門が取締役会および監査役会等に対しても適切に直接報告を行
う仕組みの構築

・［株主総会関係］プライム市場上場企業において、議決権電子行使プラット
フォームの利用と英文開示の促進

・［事業ポートフォリオの検討］取締役会で決定された事業ポートフォリオに
関する基本的な方針や見直しの状況の説明
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を
め
ぐ
る
課
題
、
す
な
わ
ち
、
①
取
締
役
会
の
機
能
発

揮
、
②
企
業
の
中
核
人
材
に
お
け
る
多
様
性（
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
）
の
確
保
、
③
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
（
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要

素
を
含
む
中
長
期
的
な
持
続
可
能
性
）
を
め
ぐ
る
課
題
へ

の
取
組
み
に
、
対
応
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
れ
ら
以
外
の
主
な
課
題
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
あ
り
方
、
監
査
に
対
す
る
信
頼
性
の
確
保
お
よ

び
内
部
統
制
・
リ
ス
ク
管
理
、
株
主
総
会
関
係
、
事
業

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
検
討
等
に
関
す
る
内
容
に
つ
い
て

も
改
訂
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

以
下
、
本
提
言
に
示
さ
れ
て
い
る
項
目
の
順
に
従
っ

て
、
本
改
訂
の
内
容
に
つ
い
て
解
説
を
行
う
。

１　

取
締
役
会
の
機
能
発
揮

〈
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
〉

 

傍
線
は
改
訂
箇
所

【
原
則
四
–
八
．
独
立
社
外
取
締
役
の
有
効
な
活
用
】

　

独
立
社
外
取
締
役
は
会
社
の
持
続
的
な
成
長
と
中
長

期
的
な
企
業
価
値
の
向
上
に
寄
与
す
る
よ
う
に
役
割
・

責
務
を
果
た
す
べ
き
で
あ
り
、
プ
ラ
イ
ム
市
場
上
場
会

社
は
そ
の
よ
う
な
資
質
を
十
分
に
備
え
た
独
立
社
外
取

締
役
を
少
な
く
と
も
三
分
の
一
（
そ
の
他
の
市
場
の
上

場
会
社
に
お
い
て
は
二
名
）
以
上
選
任
す
べ
き
で
あ

る
。

　

ま
た
、
上
記
に
か
か
わ
ら
ず
、
業
種
・
規
模
・
事
業

特
性
・
機
関
設
計
・
会
社
を
と
り
ま
く
環
境
等
を
総
合

的
に
勘
案
し
て
、
過
半
数
の
独
立
社
外
取
締
役
を
選
任

す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
プ
ラ
イ
ム
市
場
上
場
会
社

（
そ
の
他
の
市
場
の
上
場
会
社
に
お
い
て
は
少
な
く
と

も
三
分
の
一
以
上
の
独
立
社
外
取
締
役
を
選
任
す
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
る
上
場
会
社
）
は
、
十
分
な
人
数
の

独
立
社
外
取
締
役
を
選
任
す
べ
き
で
あ
る
。

補
充
原
則

四
–
一
〇
①　

上
場
会
社
が
監
査
役
会
設
置
会
社
ま
た

は
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
で
あ
っ
て
、
独
立
社
外
取

締
役
が
取
締
役
会
の
過
半
数
に
達
し
て
い
な
い
場
合
に

は
、
経
営
陣
幹
部
・
取
締
役
の
指
名
（
後
継
者
計
画
を

含
む
）
・
報
酬
な
ど
に
係
る
取
締
役
会
の
機
能
の
独
立

性
・
客
観
性
と
説
明
責
任
を
強
化
す
る
た
め
、
取
締
役

会
の
下
に
独
立
社
外
取
締
役
を
主
要
な
構
成
員
と
す
る

独
立
し
た
指
名
委
員
会
・
報
酬
委
員
会
を
設
置
す
る
こ

と
に
よ
り
、
指
名
や
報
酬
な
ど
の
特
に
重
要
な
事
項
に

関
す
る
検
討
に
当
た
り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
等
の
多
様
性
や

ス
キ
ル
の
観
点
を
含
め
、
こ
れ
ら
の
委
員
会
の
適
切
な

関
与
・
助
言
を
得
る
べ
き
で
あ
る
。

　

特
に
、
プ
ラ
イ
ム
市
場
上
場
会
社
は
、
各
委
員
会
の

構
成
員
の
過
半
数
を
独
立
社
外
取
締
役
と
す
る
こ
と
を

基
本
と
し
、
そ
の
委
員
会
構
成
の
独
立
性
に
関
す
る
考

え
方
・
権
限
・
役
割
等
を
開
示
す
べ
き
で
あ
る
。

四
–
一
一
①　

取
締
役
会
は
、
経
営
戦
略
に
照
ら
し
て

自
ら
が
備
え
る
べ
き
ス
キ
ル
等
を
特
定
し
た
上
で
、
取

締
役
会
の
全
体
と
し
て
の
知
識
・
経
験
・
能
力
の
バ
ラ

ン
ス
、
多
様
性
及
び
規
模
に
関
す
る
考
え
方
を
定
め
、

各
取
締
役
の
知
識
・
経
験
・
能
力
等
を
一
覧
化
し
た
い

わ
ゆ
る
ス
キ
ル
・
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
を
は
じ
め
、
経
営
環

境
や
事
業
特
性
等
に
応
じ
た
適
切
な
形
で
取
締
役
の
有

す
る
ス
キ
ル
等
の
組
み
合
わ
せ
を
取
締
役
の
選
任
に
関

す
る
方
針
・
手
続
と
併
せ
て
開
示
す
べ
き
で
あ
る
。
そ

の
際
、
独
立
社
外
取
締
役
に
は
、
他
社
で
の
経
営
経
験

を
有
す
る
者
を
含
め
る
べ
き
で
あ
る
。

〈
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
〉 

傍
線
は
改
訂
箇
所

三
–
七
．
…
…
取
締
役
会
の
実
効
性
確
保
の
観
点
か

ら
、
各
取
締
役
や
法
定
・
任
意
の
委
員
会
に
つ
い
て
の

評
価
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

三
–
八
．
取
締
役
会
全
体
と
し
て
適
切
な
ス
キ
ル
等
が

備
え
ら
れ
る
よ
う
、
必
要
な
資
質
を
有
す
る
独
立
社
外

取
締
役
が
、
十
分
な
人
数
選
任
さ
れ
て
い
る
か
。
必
要

に
応
じ
て
独
立
社
外
取
締
役
を
取
締
役
会
議
長
に
選
任

す
る
こ
と
な
ど
も
含
め
、
取
締
役
会
が
経
営
に
対
す
る

監
督
の
実
効
性
を
確
保
し
て
い
る
か
。
…
…

四
−
四
−
一
．　

株
主
と
の
面
談
の
対
応
者
に
つ
い
て
、

株
主
の
希
望
と
面
談
の
主
な
関
心
事
項
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
例
え
ば
、「
筆
頭
独
立
社
外
取
締
役
」
の
設
置
な

ど
、
適
切
に
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
か
。

⑴　

取
締
役
会
に
お
け
る
独
立
社
外
取
締
役
の
比
率

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
契
機
に
企
業

を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
新
た
な

成
長
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
各
々
の
企
業
が
課
題
を

認
識
し
変
化
を
先
取
り
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ

し
て
、
事
業
環
境
が
不
連
続
に
変
化
す
る
中
に
お
い
て

は
、
取
締
役
会
が
、
経
営
者
の
迅
速
・
果
断
な
リ
ス
ク

テ
イ
ク
を
支
え
重
要
な
意
思
決
定
を
行
う
と
と
も
に
、

実
効
性
の
高
い
監
督
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　

こ
う
し
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
で
の
指
摘
を
踏
ま

え
、
改
訂
版
コ
ー
ド
に
お
い
て
は
、
原
則
四
–
八
を
改

訂
し
、
特
に
「
我
が
国
を
代
表
す
る
投
資
対
象
と
し
て
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優
良
な
企
業
が
集
ま
る
市
場
」
で
あ
る
プ
ラ
イ
ム
市
場

の
上
場
会
社
に
お
い
て
は
、
独
立
社
外
取
締
役
の
三
分

の
一
以
上
の
選
任
を
求
め
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

経
営
環
境
や
事
業
特
性
等
を
勘
案
し
て
過
半
数
の
独
立

社
外
取
締
役
の
選
任
が
必
要
と
考
え
る
場
合
に
は
、
十

分
な
人
数
の
独
立
社
外
取
締
役
を
選
任
す
べ
き
と
し
て

い
る
。

　

加
え
て
、
本
提
言
で
は
、
独
立
社
外
取
締
役
は
、
形

式
的
な
独
立
性
に
と
ど
ま
ら
ず
、
本
来
期
待
さ
れ
る
役

割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
人
材
が
選
任
さ
れ
る
べ
き

で
あ
り
、
ま
た
、
独
立
社
外
取
締
役
に
お
い
て
も
、
そ

の
期
待
さ
れ
る
役
割
を
認
識
し
つ
つ
、
役
割
を
発
揮
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
、
と
の
考
え
方
が
示
さ
れ

て
い
る
。
改
訂
版
コ
ー
ド
原
則
四
–
八
を
受
け
、
現
状

よ
り
も
独
立
社
外
取
締
役
の
人
数
を
増
や
す
企
業
も
出

て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
独
立
社
外
取
締

役
の
選
任
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
も
踏

ま
え
て
各
社
に
お
い
て
適
切
な
人
材
を
検
討
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

⑵　

取
締
役
会
が
備
え
る
べ
き
ス
キ
ル
等
の
組
合
せ

　

意
見
書
⑸
で
は
、
取
締
役
会
が
、
経
営
者
の
迅
速
・

果
断
な
リ
ス
ク
テ
イ
ク
を
支
え
重
要
な
意
思
決
定
を
行

う
と
と
も
に
、
実
効
性
の
高
い
監
督
を
行
う
た
め
に

は
、
取
締
役
の
知
識
・
経
験
・
能
力
、
さ
ら
に
は
就
任

年
数
な
ど
の
適
切
な
組
合
せ
の
確
保
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
、
本
提
言
で
は
、
中
長
期

的
な
企
業
価
値
の
向
上
に
向
け
、
中
長
期
的
な
経
営
の

方
向
性
や
事
業
戦
略
に
照
ら
し
て
必
要
な
ス
キ
ル
が
取

締
役
会
全
体
と
し
て
確
保
さ
れ
る
こ
と
は
、
取
締
役
会

が
そ
の
役
割
・
責
務
を
実
効
的
に
果
た
す
た
め
の
前
提

条
件
で
あ
る
と
の
考
え
方
が
示
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
指
摘
を
踏
ま
え
、
改
訂
版
コ
ー
ド
に
お
い

て
は
、
補
充
原
則
四
–
一
一
①
を
改
訂
し
、
取
締
役
会

が
、
経
営
戦
略
に
照
ら
し
て
自
ら
が
備
え
る
べ
き
ス
キ

ル
等
を
特
定
し
た
上
で
、
取
締
役
会
全
体
と
し
て
の
知

識
・
経
験
・
能
力
の
バ
ラ
ン
ス
、
多
様
性
お
よ
び
規
模

に
関
す
る
考
え
方
を
定
め
、
各
取
締
役
の
知
識
・
経

験
・
能
力
等
を
一
覧
化
し
た
い
わ
ゆ
る
ス
キ
ル
・
マ
ト

リ
ッ
ク
ス
を
は
じ
め
、
経
営
環
境
や
事
業
特
性
等
に
応

じ
た
適
切
な
形
で
取
締
役
の
有
す
る
ス
キ
ル
等
の
組
合

せ
を
取
締
役
の
選
任
に
関
す
る
方
針
・
手
続
と
併
せ
て

開
示
す
べ
き
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
際
、
独
立
社

外
取
締
役
に
は
、
他
社
で
の
経
営
経
験
を
有
す
る
者
を

含
め
る
べ
き
と
し
て
い
る
。

　

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
に
お
い
て
は
、
ス
キ
ル
・
マ

ト
リ
ッ
ク
ス
の
重
要
性
を
指
摘
し
つ
つ
、
単
に
形
式
的

に
対
応
す
る
の
で
は
な
く
そ
の
内
容
の
充
実
が
求
め
ら

れ
る
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
改
訂
後
の
補
充
原
則
四
–

一
一
①
へ
の
対
応
に
当
た
っ
て
は
、
ス
キ
ル
・
マ
ト

リ
ッ
ク
ス
の
作
成
自
体
を
目
的
と
す
る
の
で
は
な
く
、

経
営
戦
略
等
に
照
ら
し
て
取
締
役
会
全
体
と
し
て
必
要

な
ス
キ
ル
が
備
わ
っ
て
い
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
検
討

さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
（
注
八
）。

⑶　

指
名
委
員
会
・
報
酬
委
員
会
の
設
置

　

指
名
委
員
会
・
報
酬
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
改
訂
前

の
本
コ
ー
ド
で
は
、
独
立
社
外
取
締
役
を
主
要
な
構
成

員
と
す
る
任
意
の
指
名
・
報
酬
委
員
会
な
ど
の
独
立
し

た
諮
問
委
員
会
の
設
置
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら

の
委
員
会
に
つ
い
て
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
で
は
、

そ
の
期
待
さ
れ
る
機
能
発
揮
の
た
め
に
は
独
立
性
の
確

保
が
重
要
な
要
素
の
一
つ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

現
状
で
は
十
分
で
は
な
い
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
指
名
委
員
会
・
報
酬
委
員
会
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
み
な

ら
ず
取
締
役
の
指
名
や
後
継
者
計
画
、
企
業
戦
略
と
整

合
的
な
報
酬
体
系
の
構
築
な
ど
に
も
関
与
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
が
、
実
際
に
は
こ
れ
ら
の
委
員
会
に
い
か
な

る
役
割
や
権
限
が
付
与
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
活
動
が
行

わ
れ
て
い
る
の
か
が
開
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
多

い
、
と
の
指
摘
も
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
指
摘
を
踏
ま
え
、
改
訂
版
コ
ー
ド
に
お
い

て
は
、
補
充
原
則
四
–
一
〇
①
を
改
訂
し
、
プ
ラ
イ
ム

市
場
上
場
会
社
に
つ
い
て
、
各
委
員
会
の
構
成
員
の
過

半
数
を
独
立
社
外
取
締
役
と
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
、

そ
の
委
員
会
構
成
の
独
立
性
に
関
す
る
考
え
方
・
権

限
・
役
割
等
を
開
示
す
べ
き
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
「
構
成
員
の
過
半
数
を
独
立
社
外
取
締
役
と
す

る
こ
と
を
基
本
と
し
」
と
は
、
構
成
員
の
過
半
数
が
独

立
社
外
取
締
役
で
あ
る
場
合
に
は
必
ず
し
も
限
ら
れ
な

い
が
、
各
社
に
お
い
て
、
必
要
と
考
え
る
独
立
性
が
確

保
さ
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
適
切
に
判
断
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
仮
に
各
社
に
お
い
て
、
独
立

社
外
取
締
役
が
過
半
数
を
構
成
す
る
場
合
以
外
に
必
要

な
独
立
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
と
き
は
、
当

該
上
場
会
社
の
委
員
会
構
成
の
独
立
性
に
関
す
る
考
え
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方
の
開
示
に
お
い
て
、
投
資
家
に
と
っ
て
も
わ
か
り
や

す
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
投
資

家
と
の
建
設
的
な
対
話
を
通
じ
て
、
投
資
家
の
理
解
を

得
る
よ
う
努
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

投
資
家
と
し
て
も
、「
コ
ン
プ
ラ
イ
・
オ
ア
・
エ
ク

ス
プ
レ
イ
ン
」
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
外
形
的
・
画
一
的

な
基
準
等
を
機
械
的
に
当
て
は
め
て
評
価
す
る
の
で
は

な
く
、
個
社
の
状
況
を
も
十
分
に
踏
ま
え
た
判
断
を
行

う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

⑷　

筆
頭
独
立
社
外
取
締
役
・
取
締
役
会
評
価
・
取
締

役
会
議
長

　

改
訂
前
の
本
コ
ー
ド
は
、
補
充
原
則
四
–
一
一
③
で

取
締
役
会
全
体
の
実
効
性
を
分
析
・
評
価
す
べ
き
と
し

て
お
り
、
ま
た
補
充
原
則
四
–
八
②
で
筆
頭
独
立
社
外

取
締
役
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
た
。
他
方
で
、
取
締
役

会
の
議
長
に
つ
い
て
は
、
改
訂
前
の
本
コ
ー
ド
と
対
話

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
言
及
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
に
お
い
て
は
、
取
締
役
会
の

機
能
発
揮
を
め
ぐ
り
、
筆
頭
独
立
社
外
取
締
役
の
活
用

（
注
九
）
や
、
取
締
役
会
議
長
の
独
立
性
の
確
保
、
取
締

役
会
評
価
に
つ
い
て
も
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。

　

具
体
的
に
は
、
筆
頭
独
立
社
外
取
締
役
に
つ
い
て

は
、
そ
の
最
大
の
意
義
と
機
能
は
、
業
務
執
行
取
締
役

を
排
し
た
形
で
社
外
取
締
役
等
だ
け
の
意
見
交
換
の
場

を
設
け
、
そ
こ
で
の
議
論
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を

果
た
し
て
い
く
こ
と
に
あ
る
と
し
た
上
で
、
筆
頭
独
立

社
外
取
締
役
が
株
主
と
経
営
者
と
の
建
設
的
な
対
話
に

お
い
て
も
経
営
陣
と
機
関
投
資
家
と
を
つ
な
ぐ
重
要
な

機
能
を
果
た
す
べ
き
と
の
指
摘
が
さ
れ
た
。
ま
た
、
取

締
役
会
評
価
に
つ
い
て
は
、
法
定
・
任
意
の
委
員
会
や

取
締
役
個
人
に
つ
い
て
も
評
価
を
行
う
よ
う
促
す
べ
き

と
の
指
摘
が
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
取
締
役
会
議
長
に
つ

い
て
は
、
取
締
役
会
の
経
営
に
対
す
る
監
督
の
実
効
性

確
保
の
観
点
か
ら
、
議
長
を
独
立
社
外
取
締
役
と
す
る

こ
と
も
含
め
、
議
長
と
Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
の
役
割
の
明
確
化
を

検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
等
が
出
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
議
論
や
企
業
に
お
け
る
取
組
状
況
等
を
踏

ま
え
、
改
訂
版
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
は
、
三
–
七
、

三
–
八
を
改
訂
す
る
と
と
も
に
四
–
四
–
一
を
新
設

し
、
こ
れ
ら
の
事
項
を
機
関
投
資
家
と
企
業
と
の
対
話

に
お
い
て
重
点
的
に
議
論
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
事

項
と
し
て
い
る
（
注
一
〇
）。
今
後
、
機
関
投
資
家
と
の

対
話
等
を
通
じ
て
、
各
社
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
論
点
へ

の
対
応
に
関
す
る
検
討
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

２　

企
業
の
中
核
人
材
に
お
け
る
多
様
性
の
確
保

〈
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
〉

 

傍
線
は
改
訂
箇
所

補
充
原
則

二
−
四
①　

上
場
会
社
は
、
女
性
・
外
国
人
・
中
途
採

用
者
の
管
理
職
へ
の
登
用
等
、
中
核
人
材
の
登
用
等
に

お
け
る
多
様
性
の
確
保
に
つ
い
て
の
考
え
方
と
自
主
的

か
つ
測
定
可
能
な
目
標
を
示
す
と
と
も
に
、
そ
の
状
況

を
開
示
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
中
長
期
的
な
企
業
価
値
の
向
上
に
向
け
た
人

材
戦
略
の
重
要
性
に
鑑
み
、
多
様
性
の
確
保
に
向
け
た

人
材
育
成
方
針
と
社
内
環
境
整
備
方
針
を
そ
の
実
施
状

況
と
併
せ
て
開
示
す
べ
き
で
あ
る
。

　

改
訂
前
の
本
コ
ー
ド
は
、
原
則
二
–
四
に
お
い
て
、

「
上
場
会
社
は
、…
…
社
内
に
お
け
る
女
性
の
活
躍
促
進

を
含
む
多
様
性
の
確
保
を
推
進
す
べ
き
」
と
す
る
と
と

も
に
、
原
則
四
–
一
一
に
お
い
て
、
取
締
役
会
は
ジ
ェ

ン
ダ
ー
や
国
際
性
の
面
を
含
む
多
様
性
と
適
正
規
模
を

両
立
さ
せ
る
形
で
構
成
さ
れ
る
べ
き
と
し
て
い
た
。
ま

た
、
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
、
三
–
六
に
お
い
て
、
取

締
役
会
に
お
け
る
多
様
性
の
確
保
に
言
及
し
て
い
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
よ
う
な
急
速

な
事
業
環
境
の
変
化
も
経
て
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議

で
は
、
企
業
経
営
に
と
っ
て
多
様
性
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
や
新
し
い
価
値
創
造
の
源
泉
で
あ
っ
て
、
経
営
戦
略

の
要
で
あ
る
と
の
指
摘
が
多
く
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
取

締
役
や
経
営
陣
に
お
け
る
多
様
性
を
確
保
す
る
た
め
に

は
、
そ
の
取
締
役
や
経
営
陣
を
支
え
る
、
企
業
の
中
核

人
材
た
る
管
理
職
に
お
い
て
も
そ
の
多
様
性
が
確
保
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
指
摘
も
さ
れ
た
。

　

他
方
で
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
多
様
性
の
確
保
の

状
況
を
み
る
と
、
た
と
え
ば
、
上
場
会
社
の
女
性
役
員

の
比
率
は
、
本
コ
ー
ド
策
定
時
の
二
〇
一
五
年
で
は

二
・
八
％
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
二
〇
二
〇
年
に
お
い
て

は
六
・
二
％
と
、
徐
々
に
上
昇
傾
向
に
は
あ
る
も
の

の
、
国
際
的
に
比
較
し
て
も
低
い
水
準
に
あ
る
。
ま
た
、

女
性
の
管
理
職
比
率
も
、
二
〇
一
五
年
に
は
課
長
級
で
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九
・
八
％
、
部
長
級
で
六
・
二
％
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、

二
〇
一
九
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
一
・
四
％
お
よ
び
六
・

九
％
と
、
お
お
む
ね
緩
や
か
な
上
昇
傾
向
に
は
あ
る
も

の
の
、
国
際
的
に
比
較
し
て
も
低
い
水
準
に
あ
り
、
ま

た
、
上
級
管
理
職
と
な
る
に
つ
れ
て
比
率
が
低
く
な
る

傾
向
が
あ
る
（
注
一
一
）。

　

加
え
て
、
職
歴
の
多
様
性
の
一
つ
と
し
て
の
中
途
採

用
や
、
国
際
性
の
観
点
の
例
と
し
て
の
外
国
人
の
役
員

へ
の
登
用
に
着
目
し
、
未
だ
そ
う
し
た
観
点
か
ら
の
多

様
性
の
確
保
も
不
十
分
と
の
指
摘
も
あ
る
。

　

こ
う
し
た
指
摘
と
日
本
企
業
の
現
状
を
踏
ま
え
、
改

訂
版
コ
ー
ド
に
お
い
て
は
、
補
充
原
則
二
–
四
①
を
新

設
し
、
上
場
会
社
は
、
女
性
・
外
国
人
・
中
途
採
用
者

の
管
理
職
へ
の
登
用
等
、
中
核
人
材
の
登
用
等
に
お
け

る
多
様
性
の
確
保
に
つ
い
て
の
考
え
方
と
自
主
的
か
つ

測
定
可
能
な
目
標
を
示
す
と
と
も
に
、
そ
の
状
況
を
開

示
す
べ
き
と
し
て
い
る
。

　

女
性
・
外
国
人
・
中
途
採
用
者
は
、「
多
様
性
」
の
要

素
の
中
で
も
、
日
本
の
上
場
企
業
に
お
い
て
、
総
じ
て
、

対
応
を
特
に
進
め
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
課
題
と
し
て

指
摘
さ
れ
て
お
り
、
本
コ
ー
ド
原
則
二
–
四
の
求
め
る

「
多
様
性
の
確
保
」
の
対
象
に
こ
れ
ら
の
要
素
が
含
ま

れ
る
こ
と
が
、
改
訂
版
コ
ー
ド
補
充
原
則
二
–
四
①
に

お
い
て
明
確
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
以
外
に

も
確
保
を
図
っ
て
い
く
べ
き
多
様
性
の
要
素
は
、
各
社

に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
に
存
在
し
得
る
と
考
え
ら
れ
る
た

め
、
各
社
に
お
い
て
個
別
の
事
情
に
鑑
み
つ
つ
決
定

し
、
か
つ
、「
多
様
性
の
確
保
に
つ
い
て
の
考
え
方
」
の

開
示
の
中
で
、
そ
の
内
容
を
具
体
的
に
示
し
て
い
く
こ

と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
改
訂
版
コ
ー
ド
補
充
原
則
二
–
四
①
前
段

は
、「
自
主
的
か
つ
測
定
可
能
な
目
標
」
の
開
示
を
求
め

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
本
コ
ー
ド
に
お
い
て
一
律
の
目

標
値
を
示
す
も
の
で
は
な
い
た
め
、
各
社
に
お
い
て
、

自
社
の
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
等
に
鑑
み
な
が
ら
、
目

標
を
設
定
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

改
訂
版
コ
ー
ド
補
充
原
則
二
–
四
①
前
段
に
お
い
て

は
、
管
理
職
へ
の
登
用
等
に
つ
い
て
特
に
言
及
し
て
い

る
と
こ
ろ
、
そ
う
し
た
管
理
職
に
お
け
る
多
様
性
が
、

ひ
い
て
は
、
取
締
役
の
多
様
性
の
確
保
に
も
つ
な
が
る

こ
と
が
望
ま
れ
る
。
そ
こ
で
、
改
訂
版
コ
ー
ド
原
則
四

–
一
一
お
よ
び
改
訂
版
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
三
–
六
に
お
い

て
、
取
締
役
の
多
様
性
の
要
素
と
し
て
、「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
、
国
際
性
」
に
加
え
て
「
職
歴
、
年
齢
」
も
追
加

的
に
例
示
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

ま
た
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
で
は
、
社
内
の
多
様

性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
多
様
性
の
確
保
に
向
け
た

人
材
育
成
方
針
と
社
内
環
境
整
備
方
針
を
整
備
す
る
こ

と
も
重
要
で
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
指

摘
を
受
け
て
、
改
訂
版
コ
ー
ド
補
充
原
則
二
–
四
①
後

段
に
お
い
て
は
、
中
長
期
的
な
企
業
価
値
の
向
上
に
向

け
た
人
材
戦
略
の
重
要
性
に
鑑
み
、
多
様
性
の
確
保
に

向
け
た
人
材
育
成
方
針
と
社
内
環
境
整
備
方
針
を
そ
の

実
施
状
況
と
併
せ
て
開
示
す
べ
き
と
し
て
い
る
。

３　

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
課
題
へ
の
取
組
み

〈
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
〉

 

傍
線
は
改
訂
箇
所

補
充
原
則

二
–
三
①　

取
締
役
会
は
、
気
候
変
動
な
ど
の
地
球
環

境
問
題
へ
の
配
慮
、
人
権
の
尊
重
、
従
業
員
の
健
康
・

労
働
環
境
へ
の
配
慮
や
公
正
・
適
切
な
処
遇
、
取
引
先

と
の
公
正
・
適
正
な
取
引
、
自
然
災
害
等
へ
の
危
機
管

理
な
ど
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
巡
る
課
題
へ
の
対
応

は
、
リ
ス
ク
の
減
少
の
み
な
ら
ず
収
益
機
会
に
も
つ
な

が
る
重
要
な
経
営
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
、
中
長
期
的

な
企
業
価
値
の
向
上
の
観
点
か
ら
、
こ
れ
ら
の
課
題
に

積
極
的
・
能
動
的
に
取
り
組
む
よ
う
検
討
を
深
め
る
べ

き
で
あ
る
。

三
−
一
③　

上
場
会
社
は
、
経
営
戦
略
の
開
示
に
当

た
っ
て
、
自
社
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
の
取

組
み
を
適
切
に
開
示
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
人
的
資

本
や
知
的
財
産
へ
の
投
資
等
に
つ
い
て
も
、
自
社
の
経

営
戦
略
・
経
営
課
題
と
の
整
合
性
を
意
識
し
つ
つ
分
か

り
や
す
く
具
体
的
に
情
報
を
開
示
・
提
供
す
べ
き
で
あ

る
。

　

特
に
、
プ
ラ
イ
ム
市
場
上
場
会
社
は
、
気
候
変
動
に

係
る
リ
ス
ク
及
び
収
益
機
会
が
自
社
の
事
業
活
動
や
収

益
等
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
必
要
な
デ
ー
タ
の
収

集
と
分
析
を
行
い
、
国
際
的
に
確
立
さ
れ
た
開
示
の
枠

組
み
で
あ
る
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
ま
た
は
そ
れ
と
同
等
の
枠
組
み

に
基
づ
く
開
示
の
質
と
量
の
充
実
を
進
め
る
べ
き
で
あ

る
。



─ 11 ─

2021. 6.25 商事法務No.2266

四
−
二
②　

取
締
役
会
は
、
中
長
期
的
な
企
業
価
値
の

向
上
の
観
点
か
ら
、
自
社
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
巡

る
取
組
み
に
つ
い
て
基
本
的
な
方
針
を
策
定
す
べ
き
で

あ
る
。

　

ま
た
、
人
的
資
本
・
知
的
財
産
へ
の
投
資
等
の
重
要

性
に
鑑
み
、
こ
れ
ら
を
は
じ
め
と
す
る
経
営
資
源
の
配

分
や
、
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
関
す
る
戦
略
の
実
行

が
、
企
業
の
持
続
的
な
成
長
に
資
す
る
よ
う
、
実
効
的

に
監
督
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

〈
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
〉 
傍
線
は
改
訂
箇
所

一
−
三
．　

Ｅ
Ｓ
Ｇ
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す
る
社
会
的
要

請
・
関
心
の
高
ま
り
や
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
応

の
必
要
性
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
の
公
正
・
適

正
な
取
引
や
国
際
的
な
経
済
安
全
保
障
を
巡
る
環
境
変

化
へ
の
対
応
の
必
要
性
等
の
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
が
、
経
営
戦
略
・
経
営
計
画
等
に
お
い
て
適
切
に

反
映
さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
例
え
ば
、
取
締
役
会
の

下
ま
た
は
経
営
陣
の
側
に
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関

す
る
委
員
会
を
設
置
す
る
な
ど
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

に
関
す
る
取
組
み
を
全
社
的
に
検
討
・
推
進
す
る
た
め

の
枠
組
み
を
整
備
し
て
い
る
か
。

⑴　

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
要
素
と
取
締
役
会
に
よ
る

取
組
み

　

改
訂
前
の
本
コ
ー
ド
は
、
原
則
二
–
三
に
お
い
て
、

「
上
場
会
社
は
、
社
会
・
環
境
問
題
を
は
じ
め
と
す
る

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー（
持
続
可
能
性
）
を
巡
る
課
題
に

つ
い
て
、
適
切
な
対
応
を
行
う
べ
き
」
と
す
る
と
と
も

に
、
補
充
原
則
二
–
三
①
に
お
い
て
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
を
め
ぐ
る
課
題
へ
の
対
応
の
あ
り
方
に
つ
い
て
述

べ
て
い
た
。

　

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
し
て
は
、「
持
続
可
能
な

開
発
目
標
」（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
が
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ

れ
、
気
候
関
連
財
務
情
報
開
示
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
（
Ｔ

Ｃ
Ｆ
Ｄ
）
へ
の
賛
同
機
関
数
が
増
加
す
る
な
ど
、
中
長

期
的
な
企
業
価
値
の
向
上
に
向
け
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
が
重
要
な
経
営
課
題
で
あ
る
と
の
意
識
が
高
ま
っ

て
い
る
。
加
え
て
、
近
年
、
中
長
期
的
な
企
業
価
値
の

向
上
に
向
け
て
は
、
リ
ス
ク
と
し
て
の
み
な
ら
ず
収
益

機
会
と
し
て
も
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
課
題
へ

積
極
的
・
能
動
的
に
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

の
認
識
が
、
企
業
・
投
資
家
双
方
に
お
い
て
高
ま
る
な

ど
、
企
業
価
値
の
向
上
と
い
う
観
点
か
ら
も
議
論
さ

れ
、
注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
経

て
、
こ
れ
ま
で
気
候
変
動
を
は
じ
め
と
す
る
「
Ｅ
（
環

境
）」
を
中
心
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
に
つ
い
て
従
業
員
の
健
康
・
安
全
や
人
的
資
本

へ
の
投
資
と
い
っ
た
観
点
か
ら
「
Ｓ
（
社
会
）」
の
要
素

を
介
し
て
も
注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
に
お
い
て

は
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
、
将
来
的
な
企
業

価
値
に
つ
な
が
る
戦
略
づ
く
り
と
い
っ
た
視
点
か
ら
も

そ
の
必
要
性
に
係
る
認
識
が
で
き
あ
が
り
つ
つ
あ
り
、

そ
う
し
た
認
識
の
下
適
切
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は

組
織
の
柔
軟
性
や
対
応
力
、
そ
の
前
提
と
し
て
の
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
体
制
が
重
要
、
と
い
っ
た
指
摘
や
、
取
締
役

会
は
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
経
営
を
監
督
す
る
責
務
を
負

う
等
の
指
摘
が
さ
れ
た
。

　

そ
こ
で
、
改
訂
版
コ
ー
ド
に
お
い
て
は
、
補
充
原
則

二
–
三
①
を
改
訂
し
、
取
締
役
会
は
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
を
め
ぐ
る
課
題
へ
の
対
応
は
、
リ
ス
ク
の
減
少
の

み
な
ら
ず
収
益
機
会
に
も
つ
な
が
る
重
要
な
経
営
課
題

で
あ
る
と
認
識
し
、
中
長
期
的
な
企
業
価
値
の
向
上
の

観
点
か
ら
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
積
極
的
・
能
動
的
に
取

り
組
む
よ
う
検
討
を
深
め
る
べ
き
と
し
て
い
る
。
ま

た
、「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
巡
る
課
題
へ
の
対
応
」
と

し
て
「
気
候
変
動
な
ど
の
地
球
環
境
問
題
へ
の
配
慮
、

人
権
の
尊
重
、
従
業
員
の
健
康
・
労
働
環
境
へ
の
配
慮

や
公
正
・
適
切
な
処
遇
、
取
引
先
と
の
公
正
・
適
正
な

取
引
、
自
然
災
害
等
へ
の
危
機
管
理
」
と
い
っ
た
要
素

を
例
示
し
て
い
る
。

　
「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
巡
る
課
題
へ
の
対
応
」
は
、

必
ず
し
も
補
充
原
則
二
–
三
①
で
例
示
さ
れ
た
事
項
に

限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
の
要
素
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
に
は
、
全
企

業
に
共
通
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
各
企
業
の
事
情
に
応

じ
て
異
な
る
も
の
も
存
在
す
る
。
各
社
が
主
体
的
に
自

社
の
置
か
れ
た
状
況
を
的
確
に
把
握
し
、
取
り
組
む
べ

き
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
要
素
を
個
別
に
判
断
し
て
い
く

こ
と
は
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
形
式
的
で
は
な
い

実
質
的
な
対
応
を
行
う
上
で
も
重
要
と
な
る
。

　

こ
の
点
に
関
連
し
て
、
改
訂
版
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
一

–
三
前
段
に
お
い
て
も
、「
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
が
、
経
営
戦
略
・
経
営
計
画
等
に
お
い
て
適
切
に
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反
映
さ
れ
て
い
る
か
」
と
す
る
と
と
も
に
、
事
業
環
境

の
変
化
の
例
と
し
て
、「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す

る
社
会
的
要
請
・
関
心
の
高
ま
り
や
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
応
の
必
要
性
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
の

公
正
・
適
正
な
取
引
や
国
際
的
な
経
済
安
全
保
障
を
巡

る
環
境
変
化
へ
の
対
応
の
必
要
性
等
」
を
記
載
し
て
い

る
。
こ
ち
ら
に
つ
い
て
も
、
個
社
ご
と
に
自
ら
の
事
業

を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
を
個
別
に
見
極
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
が
、
た
と
え
ば
グ
ロ
ー
バ
ル
な
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
人
権
問
題
等
、
昨
今
ま
さ
に
課
題

と
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
各
社
に

お
い
て
適
切
・
迅
速
に
対
処
が
さ
れ
る
こ
と
が
、
リ
ス

ク
の
減
少
・
収
益
機
会
の
獲
得
に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

　

加
え
て
、
改
訂
版
コ
ー
ド
の
補
充
原
則
四
–
二
②
前

段
に
お
い
て
も
、
取
締
役
会
の
責
務
と
し
て
、「
中
長
期

的
な
企
業
価
値
の
向
上
の
観
点
か
ら
、
自
社
の
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
巡
る
取
組
み
に
つ
い
て
基
本
的
な
方
針

を
策
定
す
べ
き
」
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
に
お
い
て
は
、
取
締

役
会
で
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
議
論
す
る
こ
と
の
み
な

ら
ず
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
委
員
会
を
設
け

る
な
ど
、
社
内
の
体
制
面
を
整
え
る
こ
と
で
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
取
組
み
を
一
層
進
め
る
こ
と
も
重

要
で
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
意
見
も
踏

ま
え
、
改
訂
版
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
一
–
三
後
段
に
お
い
て

は
、
体
制
整
備
の
一
例
と
し
て
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に

関
す
る
委
員
会
の
設
置
に
言
及
し
、「
例
え
ば
、
取
締
役

会
の
下
ま
た
は
経
営
陣
の
側
に
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

に
関
す
る
委
員
会
を
設
置
す
る
な
ど
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
に
関
す
る
取
組
み
を
全
社
的
に
検
討
・
推
進
す
る

た
め
の
枠
組
み
を
整
備
し
て
い
る
か
」
と
い
う
記
述
を

設
け
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
前
述
の
と
お
り
人
的
資
本
へ
の
投
資
等

の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
会
議
で
は
、
国
際
競
争
力
の
強
化
と
い
う
観
点

か
ら
知
的
財
産
へ
の
投
資
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
意
見

や
、
企
業
の
持
続
的
な
成
長
に
向
け
た
経
営
資
源
の
配

分
に
当
た
っ
て
は
、
人
的
資
本
へ
の
投
資
や
知
的
財
産

の
創
出
が
企
業
価
値
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
と
の
指

摘
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
指
摘
等
も
踏
ま
え
、
改
訂
版

コ
ー
ド
の
補
充
原
則
四
–
二
②
後
段
に
お
い
て
は
、

「
人
的
資
本
・
知
的
財
産
へ
の
投
資
等
の
重
要
性
に
鑑

み
、
こ
れ
ら
を
は
じ
め
と
す
る
経
営
資
源
の
配
分
や
、

事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
関
す
る
戦
略
の
実
行
が
、
企

業
の
持
続
的
な
成
長
に
資
す
る
よ
う
、
実
効
的
に
監
督

を
行
う
べ
き
」
と
し
て
い
る
。

⑵　

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
開
示

　

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
で
は
、
投
資
家
と
企
業
の
間

の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
建
設
的
な
対
話
を
促

進
す
る
観
点
か
ら
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
開

示
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
指
摘
や
、
前

述
の
よ
う
に
人
的
資
本
や
知
的
財
産
へ
の
投
資
等
の
重

要
性
に
つ
い
て
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
指
摘
を
受
け
て
、
改
訂
版
コ
ー
ド
に
お
い

て
は
、
補
充
原
則
三
–
一
③
を
新
設
し
、
そ
の
前
段
に

お
い
て
、「
上
場
会
社
は
、
経
営
戦
略
の
開
示
に
当
た
っ

て
、
自
社
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
の
取
組
み

を
適
切
に
開
示
す
べ
き
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、「
人
的

資
本
や
知
的
財
産
へ
の
投
資
等
に
つ
い
て
も
、
自
社
の

経
営
戦
略
・
経
営
課
題
と
の
整
合
性
を
意
識
し
つ
つ
分

か
り
や
す
く
具
体
的
に
情
報
を
開
示
・
提
供
す
べ
き
」

と
し
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、
人
的
資
本
や
知
的
財
産
へ
の
投
資
等
に

つ
い
て
は
、
前
述
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
課

題
へ
の
対
応
と
同
様
、
個
社
ご
と
に
、
経
営
戦
略
等
に

応
じ
て
取
り
組
む
べ
き
内
容
が
変
わ
る
べ
き
も
の
で
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、「
自
社
の
経
営
戦
略
・
経
営
課

題
と
の
整
合
性
を
意
識
し
つ
つ
」
と
明
記
し
て
い
る
。

⑶　

Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
開
示
へ
の
取
組
み

　

気
候
変
動
に
関
す
る
開
示
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
に

お
い
て
、
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
提
言
が
国
際
的
に
確
立
さ
れ
た
開

示
の
枠
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
企
業
に
お
い
て

も
、
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
賛
同
機
関
数
が
増
加
す
る
な
ど
、
開
示

に
対
し
て
積
極
的
に
取
り
組
む
動
き
が
み
ら
れ
る
（
注

一
二
）。
主
要
国
に
お
い
て
も
、
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
提
言
を
国
内

法
制
化
す
る
動
き
が
加
速
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
改
訂
版
コ
ー
ド
の
補
充
原
則
三
–
一
③
後

段
に
お
い
て
は
、
プ
ラ
イ
ム
市
場
上
場
会
社
は
、
気
候

変
動
に
係
る
リ
ス
ク
お
よ
び
収
益
機
会
が
自
社
の
事
業

活
動
や
収
益
等
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
必
要
な

デ
ー
タ
の
収
集
と
分
析
を
行
い
、「
国
際
的
に
確
立
さ

れ
た
開
示
の
枠
組
み
で
あ
る
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
ま
た
は
そ
れ
と
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同
等
の
枠
組
み
に
基
づ
く
開
示
の
質
と
量
の
充
実
を
進

め
る
べ
き
」
と
し
て
い
る
。
国
際
会
計
基
準
の
設
定
主

体
で
あ
る
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
財
団
に
お
い
て
、
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
の
枠

組
み
に
も
拠
り
つ
つ
、
気
候
変
動
を
含
む
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
に
関
す
る
統
一
的
な
開
示
の
枠
組
み
を
策
定
す

る
動
き
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
、

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
財
団
に
お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
開
示
の

統
一
的
な
枠
組
み
が
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
の
枠
組
み
に
も
拠
り
つ

つ
策
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
が
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
提
言
と

「
同
等
の
枠
組
み
」
に
該
当
す
る
も
の
と
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

４　

グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方

〈
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
〉

 

傍
線
は
改
訂
箇
所

第
四
章　

考
え
方

　

…
…
そ
し
て
、
支
配
株
主
は
、
会
社
及
び
株
主
共
同

の
利
益
を
尊
重
し
、
少
数
株
主
を
不
公
正
に
取
り
扱
っ

て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
支
配
株
主
を
有
す
る
上

場
会
社
に
は
、
少
数
株
主
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
の

ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
整
備
が
求
め
ら
れ
る
。

補
充
原
則

四
−
八
③　

支
配
株
主
を
有
す
る
上
場
会
社
は
、
取
締

役
会
に
お
い
て
支
配
株
主
か
ら
の
独
立
性
を
有
す
る
独

立
社
外
取
締
役
を
少
な
く
と
も
三
分
の
一
以
上
（
プ
ラ

イ
ム
市
場
上
場
会
社
に
お
い
て
は
過
半
数
）
選
任
す
る

か
、
ま
た
は
支
配
株
主
と
少
数
株
主
と
の
利
益
が
相
反

す
る
重
要
な
取
引
・
行
為
に
つ
い
て
審
議
・
検
討
を
行

う
、
独
立
社
外
取
締
役
を
含
む
独
立
性
を
有
す
る
者
で

構
成
さ
れ
た
特
別
委
員
会
を
設
置
す
べ
き
で
あ
る
。

　

わ
が
国
の
グ
ル
ー
プ
経
営
を
め
ぐ
っ
て
は
、
支
配
株

主
や
そ
れ
に
準
ず
る
主
要
株
主
の
い
る
上
場
会
社
（
い

わ
ゆ
る
上
場
子
会
社
等
）
に
お
い
て
は
支
配
株
主
等
と
一

般
株
主
と
の
間
に
構
造
的
な
利
益
相
反
リ
ス
ク
が
あ
る

こ
と
等
が
従
前
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
指

摘
を
踏
ま
え
て
、
二
〇
一
九
年
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会

議
に
よ
り
公
表
さ
れ
た
意
見
書
⑷
で
は
、
上
場
子
会
社

等
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
を
厳
格
化
す
る
こ
と
等
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
の
認
識
の
下
で
、
一
般
株
主
保
護
等
の

観
点
か
ら
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方
に
関
す
る

検
討
を
進
め
る
と
の
方
向
性
が
示
さ
れ
た
。

　

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
で
は
、
親
子
上
場
は
過
渡
的

な
も
の
を
除
い
て
認
め
る
べ
き
で
は
な
く
、
そ
れ
を
促

す
法
理
と
し
て
、
米
独
で
一
般
的
と
な
っ
て
い
る
支
配

的
株
主
の
少
数
株
主
の
利
益
保
護
義
務
（fiduciary 

duty

）
を
本
コ
ー
ド
上
明
記
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見

や
、
支
配
的
株
主
を
有
す
る
上
場
会
社
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

体
制
と
し
て
、
一
律
に
独
立
社
外
取
締
役
を
過
半
数
選

任
す
べ
き
で
あ
る
と
の
指
摘
が
さ
れ
た
。
他
方
で
、
グ

ル
ー
プ
企
業
間
の
取
引
を
通
例
的
・
非
通
例
的
な
取
引

に
分
け
て
、
そ
れ
に
よ
り
求
め
ら
れ
る
手
続
の
内
容
を

変
え
る
べ
き
と
の
意
見
や
、
非
通
例
的
取
引
を
超
え

て
、
子
会
社
に
関
す
る
意
思
決
定
す
べ
て
に
お
い
て
、

親
会
社
か
ら
独
立
し
た
者
が
過
半
数
で
決
定
す
る
必
要

ま
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
も
出
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
意
見
等
を
受
け
て
、
本
改
訂
で
は
、
第
四

章
「
取
締
役
会
等
の
責
務
」
の
「
考
え
方
」
に
お
い
て
、

「
支
配
株
主
は
、
会
社
及
び
株
主
共
同
の
利
益
を
尊
重

し
、
少
数
株
主
を
不
公
正
に
取
り
扱
っ
て
は
な
ら
な
い

の
で
あ
っ
て
、
支
配
株
主
を
有
す
る
上
場
会
社
に
は
、

少
数
株
主
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体

制
の
整
備
が
求
め
ら
れ
る
」
と
の
考
え
方
が
示
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、「
コ
ン
プ
ラ
イ
・
オ
ア
・
エ
ク
ス
プ
レ

イ
ン
」
の
対
象
と
な
る
も
の
で
は
な
い
が
、
支
配
株
主

を
有
す
る
上
場
会
社
お
よ
び
支
配
株
主
に
は
、
こ
の
考

え
方
を
踏
ま
え
た
適
切
な
対
応
を
と
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

　

ま
た
、
本
改
訂
で
は
、
補
充
原
則
四
–
八
③
を
新
設

し
、
支
配
株
主
を
有
す
る
上
場
会
社
に
対
し
て
、
①
支

配
株
主
か
ら
の
独
立
性
を
有
す
る
独
立
社
外
取
締
役
の

少
な
く
と
も
三
分
の
一
以
上
（
プ
ラ
イ
ム
市
場
上
場
会
社

で
は
過
半
数
）
の
選
任
、
ま
た
は
②
支
配
株
主
と
少
数

株
主
と
の
利
益
が
相
反
す
る
重
要
な
取
引
・
行
為
に
つ

い
て
審
議
・
検
討
を
行
う
た
め
の
特
別
委
員
会
の
設
置

の
う
ち
、
い
ず
れ
か
の
対
応
を
求
め
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
こ
の
特
別
委
員
会
は
、
独
立
社
外
取
締
役
を
含
む

独
立
性
を
有
す
る
者
で
構
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
本
提
言
で
は
、
支
配
株
主
の
み
な
ら
ず
、

そ
れ
に
準
ず
る
支
配
力
を
持
つ
主
要
株
主
（
支
配
的
株

主
）
を
有
す
る
上
場
会
社
に
お
い
て
も
、
本
改
訂
を
基

に
し
た
対
応
が
望
ま
れ
る
と
の
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い

る
。
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
の
第
二
六
回
会
合
で
は
、



商事法務No.2266 2021. 6.25

─ 14 ─

こ
の
「
支
配
的
株
主
」
の
範
囲
に
つ
い
て
、
今
後
、
金

融
庁
や
東
京
証
券
取
引
所
等
に
お
い
て
明
確
化
へ
向
け

た
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
、
と
の
意
見
が

出
さ
れ
て
い
る
。

５　

監
査
に
対
す
る
信
頼
性
の
確
保
お
よ
び
内
部
統

制
・
リ
ス
ク
管
理

〈
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
〉

 

傍
線
は
改
訂
箇
所

補
充
原
則

四
–
三
④　

内
部
統
制
や
先
を
見
越
し
た
全
社
的
リ
ス

ク
管
理
体
制
の
整
備
は
、
適
切
な
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

の
確
保
と
リ
ス
ク
テ
イ
ク
の
裏
付
け
と
な
り
得
る
も
の

で
あ
り
、
取
締
役
会
は
グ
ル
ー
プ
全
体
を
含
め
た
こ
れ

ら
の
体
制
を
適
切
に
構
築
し
、
内
部
監
査
部
門
を
活
用

し
つ
つ
、
そ
の
運
用
状
況
を
監
督
す
べ
き
で
あ
る
。

四
–
一
三
③　

上
場
会
社
は
、
取
締
役
会
及
び
監
査
役

会
の
機
能
発
揮
に
向
け
、
内
部
監
査
部
門
が
こ
れ
ら
に

対
し
て
も
適
切
に
直
接
報
告
を
行
う
仕
組
み
を
構
築
す

る
こ
と
等
に
よ
り
、
内
部
監
査
部
門
と
取
締
役
・
監
査

役
と
の
連
携
を
確
保
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
上
場
会

社
は
、
例
え
ば
、
社
外
取
締
役
・
社
外
監
査
役
の
指
示

を
受
け
て
会
社
の
情
報
を
適
確
に
提
供
で
き
る
よ
う
社

内
と
の
連
絡
・
調
整
に
あ
た
る
者
の
選
任
な
ど
、
社
外

取
締
役
や
社
外
監
査
役
に
必
要
な
情
報
を
適
確
に
提
供

す
る
た
め
の
工
夫
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

〈
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
〉 

傍
線
は
改
訂
箇
所

三
–
一
〇
．　

監
査
役
に
、
適
切
な
経
験
・
能
力
及
び

必
要
な
財
務
・
会
計
・
法
務
に
関
す
る
知
識
を
有
す
る

人
材
が
、
監
査
役
会
の
同
意
を
は
じ
め
と
す
る
適
切
な

手
続
を
経
て
選
任
さ
れ
て
い
る
か
。

三
–
一
一
．　

監
査
役
は
、
業
務
監
査
を
適
切
に
行
う

と
と
も
に
、
監
査
上
の
主
要
な
検
討
事
項
の
検
討
プ
ロ

セ
ス
に
お
け
る
外
部
会
計
監
査
人
と
の
協
議
を
含
め
、

適
正
な
会
計
監
査
の
確
保
に
向
け
た
実
効
的
な
対
応
を

行
っ
て
い
る
か
。
監
査
役
に
対
す
る
十
分
な
支
援
体
制

が
整
え
ら
れ
、
監
査
役
と
内
部
監
査
部
門
と
の
適
切
な

連
携
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
。

三
−
一
二
．　

内
部
通
報
制
度
の
運
用
の
実
効
性
を
確

保
す
る
た
め
、
内
部
通
報
に
係
る
体
制
・
運
用
実
績
に

つ
い
て
開
示
・
説
明
す
る
際
に
は
、
分
か
り
や
す
い
も

の
と
な
っ
て
い
る
か
。

　

本
コ
ー
ド
は
、
会
社
の
意
思
決
定
の
透
明
性
・
公
正

性
を
担
保
し
つ
つ
、
こ
れ
を
前
提
と
し
た
会
社
の
迅

速
・
果
断
な
意
思
決
定
を
促
す
こ
と
を
通
じ
て
、
い
わ

ば
「
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
の
実
現
を
目
指
す
も
の
と

し
て
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
注
一
三
）。
他
方
で
、

い
わ
ゆ
る
「
守
り
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
に
つ
い
て
も
、
こ

う
し
た
「
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
を
実
現
し
、
企
業
の

持
続
的
成
長
と
中
長
期
的
な
企
業
価
値
の
向
上
を
実
現

す
る
上
で
不
可
欠
で
あ
り
、
両
者
は
二
項
対
立
の
関
係

に
あ
る
も
の
で
は
な
い
と
の
指
摘
が
さ
れ
て
い
た
。
特

に
内
部
監
査
部
門
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
等
の
み
の
指

揮
命
令
下
と
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
大
半
を
占
め
、
経

営
陣
幹
部
に
よ
る
不
正
事
案
等
が
発
生
し
た
際
に
独
立

し
た
機
能
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
て
い
な
い
と
の
指
摘
も

さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
指
摘
を
踏
ま
え
、
二
〇
一
九
年
に
公
表

さ
れ
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
の
意
見
書
⑷
で
は
、
内

部
監
査
部
門
が
一
定
の
独
立
性
を
も
っ
て
有
効
に
機
能

す
る
よ
う
、
取
締
役
会
や
監
査
役
会
等
に
対
し
て
直
接

報
告
が
行
わ
れ
る
仕
組
み
の
確
立
を
促
す
こ
と
の
重
要

性
が
指
摘
さ
れ
、
こ
う
し
た
内
部
監
査
の
問
題
を
は
じ

め
、
監
査
に
対
す
る
信
頼
性
の
確
保
に
向
け
た
取
組
み

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

　

そ
の
上
で
、
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
会
議
の
再
開
後
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
う
グ

ル
ー
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性
や
、
デ
ジ
タ
ル
化
な

ど
に
伴
う
新
た
な
リ
ス
ク
に
対
す
る
多
様
な
視
点
か
ら

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
必
要
性
を
認
識
し
て
お
く
こ
と
の

重
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
、
内
部
監
査
部
門
の
機

能
発
揮
の
た
め
に
、
内
部
監
査
部
門
に
よ
る
い
わ
ゆ
る

デ
ュ
ア
ル
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
ラ
イ
ン
の
重
要
性
も
指
摘

さ
れ
た
。
ま
た
、
内
部
統
制
は
全
社
的
リ
ス
ク
管
理
に

不
可
欠
な
一
部
分
で
あ
り
、
全
社
的
リ
ス
ク
管
理
は
ガ

バ
ナ
ン
ス
の
一
部
分
と
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
内
部
統
制

と
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
関
係
に
つ
い
て
の
国
際
的
な
議
論

や
、
諸
外
国
の
コ
ー
ド
に
お
け
る
内
部
統
制
の
規
律
の

あ
り
方
も
紹
介
さ
れ
た
。

　

そ
こ
で
、
改
訂
版
コ
ー
ド
の
補
充
原
則
四
–
三
④
で

は
、
取
締
役
会
に
対
し
て
、
グ
ル
ー
プ
全
体
を
含
め
た

内
部
統
制
と
全
社
的
リ
ス
ク
管
理
体
制
を
適
切
に
構
築

し
、
内
部
監
査
部
門
を
活
用
し
つ
つ
、
そ
の
運
用
状
況
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の
監
督
を
求
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
改
訂
版
コ
ー
ド
の
補
充
原
則
四
–
一
三
③
で

は
、
内
部
監
査
部
門
と
取
締
役
・
監
査
役
（
注
一
四
）
と

の
連
携
の
確
保
に
お
い
て
、
内
部
監
査
部
門
が
取
締
役

会
お
よ
び
監
査
役
会
に
対
し
て
も
適
切
に
直
接
報
告
を

行
う
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
な
ど
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
で
は
、
会
社
法

上
、
監
査
役
の
選
任
と
報
酬
に
つ
い
て
監
査
役
会
に
広

範
な
権
限
が
付
与
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
（
注

一
五
）、
実
際
に
は
、
監
査
役
の
候
補
者
や
個
別
報
酬
額

を
執
行
側
が
提
案
し
て
い
る
例
が
大
半
を
占
め
て
い
る

と
の
指
摘
が
さ
れ
、
監
査
役
の
独
立
性
の
実
質
的
な
担

保
が
必
要
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
指
摘
を

踏
ま
え
、
改
訂
版
コ
ー
ド
原
則
四
–
四
に
お
い
て
、
監

査
役
が
、
そ
の
選
解
任
や
監
査
報
酬
に
係
る
権
限
の
行

使
な
ど
の
役
割
・
責
務
を
果
た
す
に
当
た
っ
て
、
独
立

し
た
客
観
的
な
立
場
に
お
い
て
適
切
に
判
断
を
行
う
べ

き
こ
と
が
明
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
改
訂
版
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
三
–
一
〇
（
注
一
六
）
に
お
い
て
、
監
査
役
が
適
切

な
手
続
を
経
て
選
任
さ
れ
て
い
る
か
否
か
が
、
機
関
投

資
家
と
企
業
と
の
対
話
に
お
い
て
重
点
的
に
議
論
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
事
項
と
し
て
追
記
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
で
は
、
い
わ
ゆ
る
Ｋ

Ａ
Ｍ (K

ey A
udit M

atters

）
の
導
入
に
よ
り
、
監
査
役

は
会
計
監
査
人
と
と
も
に
Ｋ
Ａ
Ｍ
の
項
目
を
決
定
す
る

と
い
っ
た
役
割
を
担
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
趣

旨
の
指
摘
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
指
摘
を
踏
ま

え
、
改
訂
版
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
三
–
一
一
で
は
、
監
査
役

に
つ
い
て
、「
監
査
上
の
主
要
な
検
討
事
項
の
検
討
プ

ロ
セ
ス
に
お
け
る
外
部
会
計
監
査
人
と
の
協
議
を
含

め
、」
適
正
な
会
計
監
査
の
確
保
に
向
け
た
実
効
的
な

対
応
を
行
っ
て
い
る
か
と
い
う
点
が
追
加
さ
れ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
内
部
統
制
や
リ
ス
ク
管
理
体
制
の
実
効

性
確
保
の
た
め
に
は
、
内
部
通
報
制
度
が
実
効
的
に
運

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
こ
ろ
、
改
訂
版

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
三
–
一
二
で
は
、
内
部
通
報
制
度
の
運

用
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
、
内
部
通
報
に
係
る
体

制
・
運
用
実
績
に
つ
い
て
開
示
・
説
明
す
る
際
に
は
、

こ
れ
が
わ
か
り
や
す
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
と
い
う

点
が
示
さ
れ
た
。

６　

株
主
総
会
関
係

⑴　

英
文
開
示
・
議
決
権
行
使
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

〈
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
〉

 

傍
線
は
改
訂
箇
所

補
充
原
則

一
–
二
④　

上
場
会
社
は
、
自
社
の
株
主
に
お
け
る
機

関
投
資
家
や
海
外
投
資
家
の
比
率
等
も
踏
ま
え
、
議
決

権
の
電
子
行
使
を
可
能
と
す
る
た
め
の
環
境
作
り
（
議

決
権
電
子
行
使
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
利
用
等
）
や
招

集
通
知
の
英
訳
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

特
に
、
プ
ラ
イ
ム
市
場
上
場
会
社
は
、
少
な
く
と
も

機
関
投
資
家
向
け
に
議
決
権
電
子
行
使
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
利
用
可
能
と
す
べ
き
で
あ
る
。

三
–
一
②　

上
場
会
社
は
、
自
社
の
株
主
に
お
け
る
海

外
投
資
家
等
の
比
率
も
踏
ま
え
、
合
理
的
な
範
囲
に
お

い
て
、
英
語
で
の
情
報
の
開
示
・
提
供
を
進
め
る
べ
き

で
あ
る
。

　

特
に
、
プ
ラ
イ
ム
市
場
上
場
会
社
は
、
開
示
書
類
の

う
ち
必
要
と
さ
れ
る
情
報
に
つ
い
て
、
英
語
で
の
開

示
・
提
供
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　

株
主
総
会
に
つ
い
て
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
で

は
、
議
決
権
電
子
行
使
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て

は
投
資
家
・
企
業
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
た
め
引
き

続
き
積
極
的
に
進
め
る
べ
き
等
の
指
摘
が
さ
れ
た
。
ま

た
、
英
文
開
示
に
つ
い
て
は
、
非
英
語
圏
諸
国
で
英
文

開
示
を
義
務
づ
け
る
動
き
等
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え

て
、
わ
が
国
で
も
、
プ
ラ
イ
ム
市
場
上
場
会
社
に
お
い

て
は
英
文
開
示
を
積
極
的
に
進
め
る
べ
き
等
の
指
摘
が

さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
指
摘
を
踏
ま
え
、
本
改
訂
で
は
、
補
充
原

則
一
–
二
④
に
お
い
て
、「
プ
ラ
イ
ム
市
場
上
場
会
社

は
、
少
な
く
と
も
機
関
投
資
家
向
け
に
議
決
権
電
子
行

使
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
利
用
可
能
と
す
べ
き
」
と
し

て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
特
に
機
関
投
資
家
向
け
の
議
決

権
電
子
行
使
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て
言
及
し
て

い
る
が
、
個
人
投
資
家
向
け
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

排
除
す
る
趣
旨
で
は
な
い
こ
と
を
明
確
化
す
る
観
点
か

ら
、「
少
な
く
と
も
」
と
い
う
語
句
を
入
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
改
訂
で
は
、
補
充
原
則
三
–
一
②
に
お
い

て
、
プ
ラ
イ
ム
市
場
上
場
会
社
は
、
開
示
書
類
の
う
ち

必
要
と
さ
れ
た
情
報
に
つ
い
て
英
語
で
の
開
示
・
提
供

を
行
う
べ
き
と
し
て
い
る
。
こ
の
必
要
と
さ
れ
る
情
報
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の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
機
関
投
資
家
と
の
対
話
の
結
果

や
、
プ
ラ
イ
ム
市
場
が
国
内
の
み
な
ら
ず
国
際
的
に
み

て
も
魅
力
あ
ふ
れ
る
市
場
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
各
社
に
お
い
て
適
切
に

判
断
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

⑵　

前
記
以
外
の
株
主
総
会
に
関
す
る
主
要
課
題

〈
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
〉 

傍
線
は
改
訂
箇
所

四
−
一
−
一
．　

株
主
総
会
に
お
い
て
可
決
に
は
至
っ

た
も
の
の
相
当
数
の
反
対
票
が
投
じ
ら
れ
た
会
社
提
案

議
案
に
関
し
て
、
株
主
と
対
話
を
す
る
際
に
は
、
反
対

の
理
由
や
反
対
票
が
多
く
な
っ
た
原
因
の
分
析
結
果
、

対
応
の
検
討
結
果
が
、
可
能
な
範
囲
で
分
か
り
や
す
く

説
明
さ
れ
て
い
る
か
。

四
−
一
−
二
．　

株
主
総
会
の
招
集
通
知
に
記
載
す
る

情
報
を
、
内
容
の
確
定
後
速
や
か
に
Ｔ
Ｄ
ｎ
ｅ
ｔ
及
び

自
社
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
で
公
表
す
る
な
ど
、
株
主
が

総
会
議
案
の
十
分
な
検
討
期
間
を
確
保
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
情
報
開
示
に
努
め
て
い
る
か
。

四
−
一
−
三
．　

株
主
総
会
が
株
主
と
の
建
設
的
な
対

話
の
場
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
、
例
え
ば
、
有
価
証
券

報
告
書
を
株
主
総
会
開
催
日
の
前
に
提
出
す
る
な
ど
、

株
主
と
の
建
設
的
な
対
話
の
充
実
に
向
け
た
取
組
み
の

検
討
を
行
っ
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
不
測
の
事
態
が
生
じ
て
も
株
主
へ
正
確
に
情

報
提
供
し
つ
つ
、
決
算
・
監
査
の
た
め
の
時
間
的
余
裕

を
確
保
で
き
る
よ
う
、
株
主
総
会
関
連
の
日
程
の
適
切

な
設
定
を
含
め
、
株
主
総
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討

を
行
っ
て
い
る
か
。

四
−
一
−
四
．　

株
主
の
出
席
・
参
加
機
会
の
確
保
等

の
観
点
か
ら
バ
ー
チ
ャ
ル
方
式
に
よ
り
株
主
総
会
を
開

催
す
る
場
合
に
は
、
株
主
の
利
益
の
確
保
に
配
慮
し
、

そ
の
運
営
に
当
た
り
透
明
性
・
公
正
性
が
確
保
さ
れ
る

よ
う
、
適
切
な
対
応
を
行
っ
て
い
る
か
。

　

株
主
総
会
に
関
す
る
課
題
の
う
ち
、
反
対
率
が
高
い

株
主
総
会
議
案
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
本
コ
ー
ド
の

補
充
原
則
一
–
一
①
で
、
反
対
の
理
由
や
反
対
票
が
多

く
な
っ
た
原
因
の
分
析
と
、
株
主
と
の
対
話
そ
の
他
の

対
応
の
要
否
に
つ
い
て
検
討
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
分

析
・
検
討
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
結
果
の
開
示
や
説
明

を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
等
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
意
見
を
受
け
て
、
改
訂
版
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
四
–
一
–
一
で
は
、
反
対
率
の
高
い
議
案
に
つ
い

て
、
株
主
と
対
話
す
る
際
に
、
反
対
の
理
由
や
反
対
票

が
多
く
な
っ
た
原
因
の
分
析
結
果
、
対
応
の
検
討
結
果

に
つ
い
て
、
可
能
な
範
囲
で
わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ

て
い
る
か
、
と
い
う
点
が
投
資
家
と
企
業
と
の
対
話
の

項
目
と
し
て
新
た
に
追
加
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
で
は
、
株
主
総
会
の

招
集
通
知
の
早
期
開
示
・
早
期
発
送
を
め
ぐ
っ
て
は
、

早
期
発
送
よ
り
も
早
期
開
示
の
ほ
う
が
よ
り
重
要
で
あ

る
と
の
意
見
や
、
決
算
・
監
査
等
に
要
す
る
期
間
を
考

慮
す
れ
ば
、
発
送
時
期
の
早
期
化
を
さ
ら
に
促
す
上
で

は
、
株
主
総
会
関
連
の
日
程
の
見
直
し
が
重
要
と
な
る

等
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
意
見
を
踏
ま
え
、
改

訂
版
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
四
–
一
–
二
お
よ
び
四
–
一
–

三
に
お
い
て
、
招
集
通
知
に
記
載
す
る
情
報
の
早
期
開

示
を
、
内
容
の
確
定
後
す
み
や
か
に
Ｔ
Ｄ
ｎ
ｅ
ｔ
お
よ

び
自
社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
で
公
表
す
る
な
ど
、
株
主
が

総
会
議
案
の
十
分
な
検
討
期
間
を
確
保
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
情
報
開
示
に
努
め
て
い
る
か
、
と
い
う
点

を
、
対
話
の
項
目
と
し
て
新
た
に
設
け
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
で
は
、

バ
ー
チ
ャ
ル
株
主
総
会
に
つ
い
て
、
株
主
の
出
席
・
参

加
機
会
の
確
保
に
有
用
で
あ
る
と
の
意
見
や
、
バ
ー

チ
ャ
ル
株
主
総
会
を
開
催
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
運
営

に
当
た
り
透
明
性
・
公
正
性
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
意

見
を
受
け
て
、
改
訂
版
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
四
–
一
–
四

で
は
、
バ
ー
チ
ャ
ル
方
式
に
よ
り
株
主
総
会
を
開
催
す

る
場
合
に
は
、
株
主
の
利
益
の
確
保
に
配
慮
し
、
そ
の

運
営
に
当
た
り
透
明
性
・
公
正
性
が
確
保
さ
れ
る
よ

う
、
適
切
な
対
応
を
行
っ
て
い
る
か
、
と
の
点
を
、
対

話
の
項
目
と
し
て
新
た
に
設
け
て
い
る
。

　

対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
プ
リ
ン
シ
プ
ル
ベ
ー

ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
て
い
る
本
コ
ー
ド
に
倣

い
、
透
明
性
・
公
正
性
の
確
保
を
図
る
上
で
ど
の
よ
う

な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
か
を
詳
述
し
て
は
い
な
い
。
実

際
に
ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
う
か
に
つ
い
て
は
、
各
社

に
お
い
て
、
バ
ー
チ
ャ
ル
株
主
総
会
を
開
催
す
る
場
合

に
、
二
〇
二
〇
年
二
月
に
経
済
産
業
省
に
よ
り
公
表
さ

れ
た
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
バ
ー
チ
ャ
ル
株
主
総
会
の
実

施
ガ
イ
ド
」
で
示
さ
れ
た
実
務
上
の
工
夫
等
も
参
考
に



─ 17 ─

2021. 6.25 商事法務No.2266

し
つ
つ
、
自
社
が
選
択
し
た
バ
ー
チ
ャ
ル
株
主
総
会
の

開
催
方
式
等
に
応
じ
た
形
で
、
合
理
的
な
判
断
が
行
わ

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

７　

事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
検
討
等

〈
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
〉

 

傍
線
は
改
訂
箇
所

補
充
原
則

四
−
二
②　

取
締
役
会
は
、
中
長
期
的
な
企
業
価
値
の

向
上
の
観
点
か
ら
、
自
社
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
巡

る
取
組
み
に
つ
い
て
基
本
的
な
方
針
を
策
定
す
べ
き
で

あ
る
。

　

ま
た
、
人
的
資
本
・
知
的
財
産
へ
の
投
資
等
の
重
要

性
に
鑑
み
、
こ
れ
ら
を
は
じ
め
と
す
る
経
営
資
源
の
配

分
や
、
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
関
す
る
戦
略
の
実
行

が
、
企
業
の
持
続
的
な
成
長
に
資
す
る
よ
う
、
実
効
的

に
監
督
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

五
−
二
①　

上
場
会
社
は
、
経
営
戦
略
等
の
策
定
・
公

表
に
当
た
っ
て
は
、
取
締
役
会
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た

事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
や
事

業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
見
直
し
の
状
況
に
つ
い
て
分
か

り
や
す
く
示
す
べ
き
で
あ
る
。

〈
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
〉 

傍
線
は
改
訂
箇
所

一
–
四
．　

経
営
戦
略
・
経
営
計
画
等
の
下
、
事
業
を

取
り
巻
く
経
営
環
境
や
事
業
等
の
リ
ス
ク
を
的
確
に
把

握
し
、
よ
り
成
長
性
の
高
い
新
規
事
業
へ
の
投
資
や
既

存
事
業
か
ら
の
撤
退
・
売
却
を
含
む
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
の
組
替
え
な
ど
、
果
断
な
経
営
判
断
が
行
わ
れ
て

い
る
か
。
そ
の
際
、
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
見
直
し

に
つ
い
て
、そ
の
方
針
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、見
直
し
の

プ
ロ
セ
ス
が
実
効
的
な
も
の
と
し
て
機
能
し
て
い
る
か
。

二
–
一
．　

保
有
す
る
資
源
を
有
効
活
用
し
、
中
長
期

的
に
資
本
コ
ス
ト
に
見
合
う
リ
タ
ー
ン
を
上
げ
る
観
点

か
ら
、
持
続
的
な
成
長
と
中
長
期
的
な
企
業
価
値
の
向

上
に
向
け
た
設
備
投
資
・
研
究
開
発
投
資
・
人
件
費
も

含
め
た
人
的
資
本
へ
の
投
資
等
が
、
戦
略
的
・
計
画
的

に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

二
–
二
．　

経
営
戦
略
や
投
資
戦
略
を
踏
ま
え
、
資
本

コ
ス
ト
を
意
識
し
た
資
本
の
構
成
や
手
元
資
金
の
活
用

を
含
め
た
財
務
管
理
の
方
針
が
適
切
に
策
定
・
運
用
さ

れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
投
資
戦
略
の
実
行
を
支
え
る
営

業
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
十
分
に
確
保
す
る
な
ど
、
持

続
的
な
経
営
戦
略
・
投
資
戦
略
の
実
現
が
図
ら
れ
て
い

る
か
。

　

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
に
お
い
て
は
、
資
本
効
率
の

向
上
に
向
け
た
経
営
戦
略
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
も
議

論
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
ず
、
経
営
資
源
の
配
分
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
前

述
の
と
お
り
、
人
的
資
本
へ
の
投
資
や
知
的
財
産
へ
の

投
資
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
改
訂

版
コ
ー
ド
補
充
原
則
四
–
二
②
後
段
に
お
い
て
そ
れ
ら

も
含
め
た
経
営
資
源
の
配
分
や
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

に
関
す
る
戦
略
の
実
行
に
対
す
る
実
効
的
な
監
督
に
つ

い
て
言
及
し
て
い
る
。
こ
の
点
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会

議
に
お
い
て
は
、
人
件
費
を
抑
制
し
て
利
益
を
確
保
す

る
動
き
は
将
来
の
企
業
の
成
長
に
マ
イ
ナ
ス
で
あ
り
、

人
材
へ
適
切
な
賃
金
を
支
払
い
、
人
的
資
本
へ
の
投
資

を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
指
摘
が
さ
れ
た
こ
と

を
踏
ま
え
、
改
訂
版
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
二
–
一
で
は
、「
人

件
費
も
含
め
た
人
的
資
本
へ
の
投
資
」
と
し
て
、「
人
件

費
」
に
言
及
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
関
し
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
企
業
を
取
り
巻

く
環
境
変
化
が
加
速
し
、
不
確
実
性
も
高
ま
り
を
み
せ

て
い
る
中
、
た
と
え
ば
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
も
踏
ま
え
た
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
戦
略

の
重
要
性
を
説
く
企
業
・
投
資
家
の
声
も
存
在
す
る
ほ

か
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
で
は
、
成
熟
事
業
が
生
み

出
す
資
金
や
整
理
・
再
生
の
検
討
対
象
事
業
の
売
却
を

通
じ
て
得
た
資
金
を
ハ
イ
リ
ス
ク
な
成
長
事
業
へ
の
投

資
の
資
金
源
と
す
る
な
ど
、
事
業
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

を
踏
ま
え
た
戦
略
的
な
資
金
配
分
を
行
う
こ
と
の
重
要

性
に
つ
い
て
も
議
論
が
さ
れ
、
事
業
セ
グ
メ
ン
ト
ご
と

の
資
本
コ
ス
ト
も
踏
ま
え
た
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の

検
討
を
含
む
経
営
資
源
の
配
分
が
一
層
必
要
と
な
る
と

の
議
論
も
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
中
、
取
締
役
会
が
事
業

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
戦
略
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
経
営
陣

に
対
す
る
監
督
を
す
べ
き
で
あ
る
と
の
指
摘
が
さ
れ

た
。
そ
こ
で
、
改
訂
版
コ
ー
ド
補
充
原
則
五
–
二
①
に

お
い
て
は
、
上
場
会
社
は
、
経
営
戦
略
等
の
策
定
・
公

表
に
当
た
っ
て
は
、
取
締
役
会
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た

事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
や
事

業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
見
直
し
の
状
況
に
つ
い
て
わ
か

り
や
す
く
示
す
べ
き
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
前
述
の
よ
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う
な
、
成
熟
事
業
が
生
み
出
す
資
金
や
整
理
・
再
生
の

検
討
対
象
事
業
の
売
却
を
通
じ
て
得
た
資
金
を
ハ
イ
リ

ス
ク
な
成
長
事
業
へ
の
投
資
の
資
金
源
と
す
る
な
ど
、

事
業
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
踏
ま
え
た
戦
略
的
な
資
金

配
分
を
行
う
こ
と
の
重
要
性
も
踏
ま
え
、
改
訂
版
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
一
–
四
に
お
い
て
は
、「
よ
り
成
長
性
の
高

い
新
規
事
業
へ
の
投
資
や
既
存
事
業
か
ら
の
撤
退
・
売

却
」
を
例
示
と
し
て
明
記
す
る
こ
と
で
、
そ
の
趣
旨
を

明
確
化
し
て
い
る
。

　

加
え
て
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
に
お
い
て
は
、
営

業
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
が
潤
沢
な
企
業
で
あ
る
ほ
ど
、

研
究
開
発
投
資
が
さ
れ
て
い
る
と
の
議
論
も
さ
れ
、
投

資
戦
略
の
実
行
を
支
え
る
営
業
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の

重
要
性
に
つ
い
て
も
改
訂
版
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
二
–
二
に

お
い
て
言
及
し
て
い
る
。

８　

そ
の
他

⑴　

政
策
保
有
株
式

〈
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
〉 

傍
線
は
改
訂
箇
所

四
–
二
−
一
．　

…
…
個
別
銘
柄
の
保
有
の
適
否
に
つ

い
て
、
保
有
目
的
が
適
切
か
、
保
有
に
伴
う
便
益
や
リ

ス
ク
が
資
本
コ
ス
ト
に
見
合
っ
て
い
る
か
等
を
具
体
的

に
精
査
し
、
取
締
役
会
に
お
い
て
検
証
を
行
っ
た
上
、

適
切
な
意
思
決
定
が
行
わ
れ
て
い
る
か
。
特
に
、
保
有

効
果
の
検
証
が
、
例
え
ば
、
独
立
社
外
取
締
役
の
実
効

的
な
関
与
等
に
よ
り
、
株
主
共
同
の
利
益
の
視
点
を
十

分
に
踏
ま
え
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
。

　

そ
う
し
た
検
証
の
内
容
に
つ
い
て
検
証
の
手
法
も
含

め
具
体
的
に
分
か
り
や
す
く
開
示
・
説
明
さ
れ
て
い
る

か
。
…
…

　

政
策
保
有
株
式
の
総
数
は
、
近
年
徐
々
に
減
少
傾
向

に
あ
る
も
の
の
、
事
業
法
人
間
等
で
の
保
有
比
率
は
依

然
と
し
て
高
い
水
準
に
あ
る
。
本
コ
ー
ド
の
原
則
一
–

四
は
、
個
別
の
政
策
保
有
株
式
に
つ
い
て
、
保
有
目
的

や
保
有
効
果
等
の
精
査
を
踏
ま
え
た
保
有
の
適
否
の
検

証
お
よ
び
そ
う
し
た
検
証
内
容
の
開
示
を
求
め
て
い
る

が
、
有
価
証
券
報
告
書
で
の
開
示
は
、
形
式
的
な
内
容

に
と
ど
ま
る
例
が
多
く
、
投
資
家
の
期
待
か
ら
は
大
き

く
乖
離
し
て
い
る
と
の
指
摘
が
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
指
摘
を
踏
ま
え
て
、
金
融
庁
は
、「
政
策
保
有
株
式
：

投
資
家
が
期
待
す
る
好
開
示
の
ポ
イ
ン
ト
（
例
）」（
以

下
「
好
開
示
の
ポ
イ
ン
ト
」
と
い
う
）
を
公
表
し
て
い
る

（
注
一
七
）。

　

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
に
お
い
て
は
、
検
証
方
法
を

含
め
た
保
有
効
果
の
検
証
内
容
の
開
示
を
充
実
さ
せ
る

べ
き
で
あ
り
、
対
話
を
通
じ
て
、
取
締
役
会
で
の
独
立

社
外
取
締
役
に
よ
る
厳
正
な
検
討
を
促
す
こ
と
が
望
ま

し
い
等
の
指
摘
が
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
指
摘
を
踏
ま
え
て
、
改
訂
版
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
四
–
二
–
一
で
は
、
独
立
社
外
取
締
役
の
実
効
的
な

関
与
等
に
よ
り
、
保
有
効
果
の
検
証
が
株
主
共
同
の
利

益
の
視
点
を
十
分
に
踏
ま
え
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
か

と
い
う
点
が
対
話
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
追
記
さ
れ
る
と

と
も
に
、
検
証
の
内
容
が
わ
か
り
や
す
く
開
示
・
説
明

さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
対
話
項
目
に
つ
い
て
、
検
証
の

手
法
も
含
め
た
具
体
性
に
言
及
す
る
追
記
が
さ
れ
た
。

　

上
場
会
社
に
お
い
て
は
、
本
改
訂
の
趣
旨
等
を
も
踏

ま
え
つ
つ
、
本
コ
ー
ド
に
基
づ
く
対
応
に
加
え
て
、
好

開
示
の
ポ
イ
ン
ト
等
を
参
照
し
な
が
ら
有
価
証
券
報
告

書
に
基
づ
く
開
示
の
質
を
高
め
る
等
の
取
組
み
も
進
め

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

⑵　

ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー

〈
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
〉 

傍
線
は
改
訂
箇
所

四
−
三
−
二
．　

自
社
の
企
業
年
金
の
運
用
に
当
た
り
、

企
業
年
金
に
対
し
て
、
自
社
の
取
引
先
と
の
関
係
維
持

の
観
点
か
ら
運
用
委
託
先
を
選
定
す
る
こ
と
を
求
め
る

な
ど
に
よ
り
、
企
業
年
金
の
適
切
な
運
用
を
妨
げ
て
い

な
い
か
。

　

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
受
入
れ
表
明
を

行
う
企
業
年
金
は
、
徐
々
に
増
加
し
て
い
る
も
の
の
い

ま
だ
少
数
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
依
然
と
し
て
企
業
年

金
が
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
と
し
て
の
機
能
を
十
分
に
発

揮
で
き
て
い
な
い
と
の
指
摘
が
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点

に
関
し
、
従
前
よ
り
、
企
業
年
金
の
実
効
的
な
ス
チ
ュ

ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
の
た
め
に
は
、
母
体
企
業
に
お
い

て
利
益
相
反
管
理
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の

指
摘
が
さ
れ
て
お
り
、
本
コ
ー
ド
原
則
二
–
六
も
そ
の

旨
を
求
め
て
い
る
が
、
運
用
委
託
先
の
決
定
に
際
し
母

体
企
業
と
の
取
引
関
係
を
重
視
し
て
い
る
と
す
る
企
業

年
金
が
存
在
す
る
と
指
摘
さ
れ
る
な
ど
、
利
益
相
反
管

理
に
つ
い
て
の
意
識
が
薄
い
と
い
う
実
態
が
見
受
け
ら

れ
る
。



─ 19 ─

2021. 6.25 商事法務No.2266
　

こ
う
し
た
中
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
に
お
い
て

も
、
あ
ら
た
め
て
、
母
体
企
業
が
企
業
年
金
の
機
能
発

揮
に
向
け
た
人
事
面
や
運
営
面
に
お
け
る
取
組
み
を
積

極
的
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
利
益
相
反
が
生
じ
る
お
そ

れ
が
一
層
高
ま
る
と
い
う
懸
念
も
あ
り
、
母
体
企
業
が

利
益
相
反
の
適
正
な
管
理
に
向
け
た
積
極
的
な
措
置
を

講
じ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
等
の
指
摘
が
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
指
摘
を
踏
ま
え
て
、
改
訂
版
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
四
–
三
–
二
に
、「
自
社
の
企
業
年
金
の
運
用
に
当

た
り
、
企
業
年
金
に
対
し
て
、
自
社
の
取
引
先
と
の
関

係
維
持
の
観
点
か
ら
運
用
委
託
先
を
選
定
す
る
こ
と
を

求
め
る
な
ど
に
よ
り
、
企
業
年
金
の
適
切
な
運
用
を
妨

げ
て
い
な
い
か
」
と
の
対
話
項
目
が
新
た
に
設
け
ら
れ

て
い
る
。

四　

本
改
訂
に
伴
う
実
務
対
応

１　

本
コ
ー
ド
の
適
用
範
囲

　

本
コ
ー
ド
の
各
原
則
の
う
ち
、
コ
ン
プ
ラ
イ
・
オ

ア
・
エ
ク
ス
プ
レ
イ
ン
の
対
象
と
な
る
範
囲
は
、
上
場

す
る
市
場
区
分
に
よ
り
異
な
る
。

　

現
在
の
東
京
証
券
取
引
所
の
市
場
区
分
に
お
い
て

は
、
市
場
第
一
部
お
よ
び
市
場
第
二
部
（
以
下
「
本
則
市

場
」
と
い
う
）
の
上
場
会
社
に
は
、
基
本
原
則
・
原
則
・

補
充
原
則
の
全
原
則
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｑ
（
注
一
八
）
お

よ
び
マ
ザ
ー
ズ
の
上
場
会
社
に
は
、
基
本
原
則
の
み
が

適
用
さ
れ
て
い
る
（
注
一
九
）。

　

ま
た
、
二
〇
二
二
年
四
月
四
日
以
降
の
新
し
い
市
場

区
分
に
お
い
て
は
、
プ
ラ
イ
ム
市
場
お
よ
び
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
市
場
の
上
場
会
社
に
は
、
基
本
原
則
・
原
則
・

補
充
原
則
の
全
原
則
、
グ
ロ
ー
ス
市
場
の
上
場
会
社
に

は
、
基
本
原
則
の
み
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
な

お
、
前
述
の
と
お
り
、
改
訂
版
コ
ー
ド
の
原
則
・
補
充

原
則
に
は
、
プ
ラ
イ
ム
市
場
の
上
場
会
社
の
み
を
対
象

と
す
る
内
容
（
注
二
〇
）
も
含
ま
れ
て
お
り
、
プ
ラ
イ

ム
市
場
の
上
場
会
社
は
、
当
該
内
容
も
含
め
て
コ
ン
プ

ラ
イ
・
オ
ア
・
エ
ク
ス
プ
レ
イ
ン
を
行
う
こ
と
と
な

る
。２　

本
改
訂
に
伴
う
ガ
バ
ナ
ン
ス
報
告
書
の
更
新

　

本
改
訂
に
伴
い
、
上
場
会
社
に
お
い
て
は
、
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
報
告
書
（
以
下
「
ガ

バ
ナ
ン
ス
報
告
書
」
と
い
う
）
の
更
新
が
必
要
と
な
る
。

具
体
的
に
は
、
上
場
会
社
は
、
本
コ
ー
ド
の
各
原
則
を

実
施
す
る
か
、
あ
る
い
は
実
施
し
な
い
場
合
の
理
由
の

説
明
を
ガ
バ
ナ
ン
ス
報
告
書
に
記
載
す
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
本
改
訂
に
よ
り
変
更
ま
た
は

追
加
さ
れ
た
原
則
（
注
二
一
）
を
実
施
し
な
い
場
合
に

は
、
そ
の
理
由
の
説
明
を
記
載
す
る
た
め
の
更
新
が
必

要
と
な
る
。

　

ま
た
、
本
コ
ー
ド
に
は
、
特
定
の
事
項
を
開
示
す
べ

き
と
す
る
原
則
（
以
下
「
開
示
原
則
」
と
い
う
）
が
含
ま

れ
て
お
り
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
報
告
書
に
は
、
開
示
原
則
を

実
施
す
る
場
合
の
開
示
欄
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
本
改

訂
に
は
、
開
示
原
則
の
変
更
お
よ
び
追
加
も
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
（
注
二
二
）、
改
訂
が
あ
っ
た
開
示
原
則

を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
も
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
報
告
書
の

更
新
が
必
要
と
な
る
。

　

な
お
、
具
体
的
な
記
載
方
法
に
つ
い
て
は
、
本
改
訂

に
合
わ
せ
て
改
訂
さ
れ
て
い
る
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ

バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
報
告
書　

記
載
要
領
」
を
参
照
さ

れ
た
い
（
注
二
三
）。

⑴　

全
原
則
が
適
用
さ
れ
る
上
場
会
社
に
お
け
る
対
応

　

本
改
訂
に
伴
っ
て
、
現
在
本
コ
ー
ド
の
全
原
則
が
適

用
さ
れ
る
上
場
会
社
、
す
な
わ
ち
、
本
則
市
場
の
上
場

会
社
お
よ
び
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｑ
の
上
場
会
社
（
二
〇
二
〇

年
一
一
月
一
日
以
降
に
上
場
申
請
を
行
っ
た
会
社
に
限
る
）

は
、
改
訂
版
コ
ー
ド
に
基
づ
く
ガ
バ
ナ
ン
ス
報
告
書
の

更
新
を
、
準
備
が
で
き
次
第
す
み
や
か
に
、
か
つ
、
遅

く
と
も
二
〇
二
一
年
一
二
月
末
日
ま
で
に
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
（
注
二
四
）（
図
表
３
⑴
参
照
）。
そ
の
際
、
改

訂
版
コ
ー
ド
の
原
則
に
つ
い
て
、
実
施
す
る
意
思
が

あ
っ
て
も
、
二
〇
二
一
年
一
二
月
末
日
ま
で
に
実
施
す

る
こ
と
が
難
し
い
場
合
に
は
、
本
コ
ー
ド
の
各
原
則
を

実
施
し
な
い
理
由
の
説
明
と
し
て
、
今
後
の
取
組
予
定

や
実
施
時
期
の
目
途
を
記
載
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

（
注
二
五
）。

　

な
お
、
本
改
訂
に
伴
う
更
新
に
か
か
わ
ら
ず
、
ガ
バ

ナ
ン
ス
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
定
時
株
主
総
会
の
日
以

後
、
遅
滞
な
く
、
定
期
的
な
更
新
を
行
う
必
要
が
あ
る

（
注
二
六
）。
そ
の
た
め
、
二
〇
二
一
年
一
二
月
末
日
ま

で
の
期
間
に
お
い
て
、
定
時
株
主
総
会
終
了
後
の
更
新

を
行
う
場
合
は
、
改
訂
版
コ
ー
ド
へ
の
対
応
に
向
け
た
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検
討
が
未
了
で
あ
る
こ
と
も
想
定

さ
れ
る
。
こ
う
し
た
場
合
に
つ
い

て
は
、
定
期
的
な
更
新
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
は
、
改
訂
前
の
本
コ
ー
ド

に
基
づ
い
て
更
新
し
て
い
た
だ

き
、
以
降
、
検
討
が
完
了
し
た
段

階
で
（
遅
く
と
も
二
〇
二
一
年
一
二

月
末
日
ま
で
に
）、
あ
ら
た
め
て
改

訂
版
コ
ー
ド
に
基
づ
く
更
新
を
お

願
い
し
た
い
。

　

そ
の
結
果
、
当
該
期
間
に
お
い

て
は
、
改
訂
版
コ
ー
ド
に
基
づ
く

ガ
バ
ナ
ン
ス
報
告
書
と
改
訂
前
の

本
コ
ー
ド
に
基
づ
く
ガ
バ
ナ
ン
ス

報
告
書
が
混
在
す
る
こ
と
に
な

る
。
し
た
が
っ
て
、
改
訂
版
コ
ー

ド
に
基
づ
い
て
記
載
す
る
場
合
に

は
、
そ
の
旨
を
明
確
に
す
る
た

め
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
報
告
書
の

「
コ
ー
ド
の
各
原
則
を
実
施
し
な

い
理
由
」
欄
に
お
い
て
、「
二
〇
二

一
年
六
月
の
改
訂
後
の
コ
ー
ド
に

基
づ
き
記
載
し
て
い
ま
す
」
な
ど

の
記
載
を
お
願
い
し
た
い
（
注
二

七
）。

　

⑵�　

基
本
原
則
の
み
が
適
用
さ
れ

る
上
場
会
社
に
お
け
る
対
応

　

本
改
訂
に
お
い
て
、
基
本
原
則

に
改
訂
は
な
い
た
め
、
基
本
原
則
の
み
が
適
用
さ
れ
る

上
場
会
社
、
す
な
わ
ち
、
マ
ザ
ー
ズ
の
上
場
会
社
お
よ

び
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｑ
の
上
場
会
社
（
二
〇
二
〇
年
一
一
月
一

日
以
降
に
上
場
申
請
を
行
っ
た
会
社
を
除
く
）
に
つ
い
て

は
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
報
告
書
を
更
新
す
る
必
要
は
生
じ
な

い
。

　

一
方
で
、
こ
れ
ら
の
上
場
会
社
が
、
新
市
場
区
分
の

選
択
申
請
に
お
い
て
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
市
場
ま
た
は
プ
ラ

イ
ム
市
場
を
選
択
す
る
場
合
に
は
、
二
〇
二
一
年
一
二

月
末
日
ま
で
に
、
改
訂
版
コ
ー
ド
の
全
原
則
に
対
応
し

た
ガ
バ
ナ
ン
ス
報
告
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
る
（
注

二
八
）（
注
二
九
）（
図
表
３
⑵
参
照
）。

⑶　

プ
ラ
イ
ム
市
場
へ
の
選
択
申
請
を
行
う
場
合
の
対
応

　

上
場
会
社
が
、
新
市
場
区
分
の
選
択
申
請
に
お
い

て
、
プ
ラ
イ
ム
市
場
を
選
択
す
る
場
合
に
つ
い
て
補
足

す
る
。
改
訂
版
コ
ー
ド
の
う
ち
、
プ
ラ
イ
ム
市
場
の
上

場
会
社
の
み
を
対
象
と
す
る
内
容
は
、
二
〇
二
二
年
四

月
四
日
の
新
市
場
区
分
へ
の
移
行
時
か
ら
適
用
さ
れ
る

（
注
三
〇
）。
し
た
が
っ
て
、
プ
ラ
イ
ム
市
場
へ
の
選
択

申
請
を
行
う
場
合
に
は
、
同
日
以
降
、
最
初
に
到
来
す

る
定
時
株
主
総
会
後
に
遅
滞
な
く
提
出
す
る
ガ
バ
ナ
ン

ス
報
告
書
に
お
い
て
、
当
該
内
容
を
反
映
し
た
更
新
を

行
え
ば
足
り
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
二
〇
二
一
年
一
二

月
末
日
ま
で
に
行
う
ガ
バ
ナ
ン
ス
報
告
書
の
更
新
に
お

い
て
は
、
当
該
内
容
を
反
映
す
る
必
要
が
な
い
（
注
三

一
）。

〔図表３〕　ガバナンス報告書の更新スケジュール（３月期決算会社のモデルケース）

（１）　全原則が適用されている上場会社の場合

2021年
6月11日

2022年
3月末12月末

準備でき次第、すみやかに（遅くとも12月末までに）

改訂版コードに基づく定期
更新（全原則。プライム市
場上場会社においては、プ
ライム市場のみを対象とす
る内容を含む）

改訂版コードに基づく更新（プライム市場のみを対象とする内容
を除く）

6月

遅滞なく提出

改訂前のコードに基づく定期更新（全原則）

遅滞なく提出

（２）　基本原則のみが適用されている上場会社がスタンダード市場またはプライム市場を選択する場合

2022年
3月末12月末

改訂版コードに基づくガバナンス
報告書の提出（全原則）

定期更新（基本原則）

遅滞なく提出

9月 市場選択期間2021年
6月11日

4月4日

改
訂
版
コ
ー
ド
施
行

改
訂
版
コ
ー
ド

（
プ
ラ
イ
ム
市
場
の
み

を
対
象
と
す
る
内
容
）

適
用
開
始

定
時
株
主
総
会

改
訂
版
コ
ー
ド
施
行

定
時
株
主
総
会

定
時
株
主
総
会

改訂版コードに基づく定期
更新（全原則。プライム市
場上場会社においては、プ
ライム市場のみを対象とす
る内容を含む）

6月

遅滞なく提出

4月4日

改
訂
版
コ
ー
ド

（
プ
ラ
イ
ム
市
場
の
み

を
対
象
と
す
る
内
容
）

適
用
開
始

定
時
株
主
総
会
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３　

新
規
上
場
時
お
よ
び
市
場
変
更
時
の
取
扱
い

　

現
在
、
本
則
市
場
ま
た
は
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｑ
に
新
規
上

場
す
る
場
合
に
は
、
新
規
上
場
時
に
、
全
原
則
を
対
象

と
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
報
告
書
の
提
出
を
求
め
て
い
る
。

本
改
訂
以
降
、
二
〇
二
一
年
一
二
月
末
日
ま
で
に
新
規

上
場
す
る
場
合
に
は
、
新
規
上
場
の
時
点
で
は
改
訂
前

の
本
コ
ー
ド
に
基
づ
い
て
記
載
し
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
報
告

書
を
提
出
す
れ
ば
足
り
る
こ
と
と
し
て
い
る
（
注
三

二
）。
そ
の
上
で
、
準
備
が
で
き
次
第
す
み
や
か
に
、
か

つ
、
遅
く
と
も
二
〇
二
一
年
一
二
月
末
日
ま
で
に
、
改

訂
版
コ
ー
ド
に
基
づ
い
て
記
載
し
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
報
告

書
の
提
出
を
お
願
い
し
た
い
。

　

ま
た
、
二
〇
二
一
年
一
二
月
末
日
ま
で
に
マ
ザ
ー
ズ

ま
た
は
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｑ
か
ら
本
則
市
場
に
市
場
変
更
す

る
銘
柄
が
市
場
変
更
時
に
提
出
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
報
告

書
も
、
新
規
上
場
の
場
合
と
同
様
の
取
扱
い
と
な
る
。

五　

お
わ
り
に

　

改
訂
版
コ
ー
ド
お
よ
び
改
訂
版
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏

ま
え
、
投
資
家
と
企
業
と
の
間
で
建
設
的
な
対
話
が
行

わ
れ
る
こ
と
を
通
じ
、
企
業
が
、
自
社
の
経
営
理
念
に

基
づ
き
、
持
続
的
な
成
長
と
中
長
期
的
な
企
業
価
値
の

向
上
を
実
現
し
、
ひ
い
て
は
経
済
全
体
の
成
長
と
国
民

の
安
定
的
な
資
産
形
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
期
待
し
、

本
稿
の
結
び
と
す
る
。

＊　

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
の
設
立
当
初
よ
り
長
ら
く
座

長
を
お
務
め
い
た
だ
い
た
、
池
尾
和
人
先
生
の
生
前
の

ご
功
績
を
し
の
び
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

（
注
一
） 

東
京
証
券
取
引
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

w
w

w
.jpx.co.jp/new

s/1020/20210611-01.htm
l

）
お
よ

び
金
融
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w

.fsa.go.jp/

new
s/r2/singi/20210611-1.htm

l

）
参
照
。

（
注
二
） 

二
〇
二
〇
年
九
月
ま
で
は
、
池
尾
和
人
元
立
正

大
学
経
済
学
部
教
授
に
座
長
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
。

（
注
三
） 

詳
細
は
、
森
岡
和
宏
＝
藤
田
直
文
＝
西
原
彰
美

「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
さ
ら
な
る
推
進

に
向
け
た
検
討
の
方
向
性
」
本
誌
二
一
九
九
号
（
二
〇

一
九
）
一
二
頁
参
照
。

（
注
四
） 

https://w
w

w
.fsa.go.jp/singi/singi_kinyu/m

ar-

ket-str/report/20191227.htm
l

（
注
五
） 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
の
結
果
、
本
コ
ー

ド
の
改
訂
案
お
よ
び
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
訂
案
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
三
お
よ
び
三
四
の
国
内
外
の

個
人
お
よ
び
団
体
か
ら
、
意
見
が
提
出
さ
れ
た
。

（
注
六
） 
東
京
証
券
取
引
所
の
上
場
規
則
は
、
本
コ
ー
ド

の
各
原
則
の
適
用
を
義
務
づ
け
る
も
の
で
は
な
い
が
、

本
コ
ー
ド
の
各
原
則
を
実
施
す
る
か
、
実
施
し
な
い
場

合
に
は
そ
の
理
由
を
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス

に
関
す
る
報
告
書
」
に
お
い
て
説
明
す
る
と
い
う
限
度

で
こ
れ
を
義
務
づ
け
て
い
る
（
有
価
証
券
上
場
規
程
四

三
六
条
の
三
）。

（
注
七
） 

対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
脚
注
一
参
照
。

（
注
八
） 

改
訂
版
コ
ー
ド
補
充
原
則
四
–
一
一
①
で
は
、

「
い
わ
ゆ
る
ス
キ
ル
・
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
を
は
じ
め
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
、
必
ず
し
も
ス
キ
ル
・
マ
ト
リ
ッ
ク
ス

の
作
成
自
体
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ

以
外
の
方
法
に
よ
り
本
コ
ー
ド
の
趣
旨
に
沿
っ
た
わ
か

り
や
す
い
開
示
が
な
さ
れ
る
場
合
に
は
、
他
の
形
式
を

用
い
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
単
に

「
そ
れ
ぞ
れ
の
取
締
役
の
有
す
る
ス
キ
ル
等
」
を
開
示

す
る
の
み
な
ら
ず
、「
経
営
戦
略
に
照
ら
し
て
自
ら
が

備
え
る
べ
き
ス
キ
ル
等
」
を
特
定
し
た
上
で
、
同
補
充

原
則
の
求
め
る
考
え
方
と
併
せ
て
開
示
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

（
注
九
） 

改
訂
版
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
四
–
四
–
一
で
は
、
株

主
と
の
面
談
の
対
応
者
に
つ
い
て
、
株
主
の
希
望
と
面

談
の
主
な
関
心
事
項
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
た
と
え

ば
、「
筆
頭
独
立
社
外
取
締
役
」
の
設
置
な
ど
、
適
切
に

取
組
み
を
行
っ
て
い
る
か
と
い
う
点
が
示
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
株
主
と
の
面
談
に
当
た
っ
て

は
、
本
コ
ー
ド
お
よ
び
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
投
資
家

と
企
業
と
の
建
設
的
な
対
話
を
求
め
て
い
る
趣
旨
に
照

ら
し
、
各
社
に
お
い
て
適
切
な
対
応
者
が
こ
れ
に
臨
む

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
筆
頭
独
立
社
外
取
締
役
を
は
じ

め
と
す
る
、
独
立
社
外
取
締
役
の
み
に
よ
る
対
応
を
求

め
て
い
る
も
の
で
は
な
い
点
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

（
注
一
〇
） 

株
主
と
企
業
の
対
話
の
充
実
に
関
連
し
て
、

改
訂
版
コ
ー
ド
の
補
充
原
則
五
–
一
①
で
は
、
株
主
と

の
対
話
の
対
応
者
に
つ
い
て
、
合
理
的
な
範
囲
で
、
経

営
陣
幹
部
や
社
外
取
締
役
を
含
む
取
締
役
に
加
え
、
監

査
役
も
含
ま
れ
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。

（
注
一
一
） 

第
二
一
回
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
資
料
四
参

照
。

（
注
一
二
） 

金
融
庁
に
お
い
て
は
、「
記
述
情
報
の
開
示

の
好
事
例
集
二
〇
二
〇
」
を
公
表
し
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
に
関
す

る
開
示
の
好
事
例
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
て
い
る
。

https://w
w

w
.fsa.go.jp/new

s/r2/singi/20210322-3.

htm
l

（
注
一
三
） 

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
策

定
に
関
す
る
有
識
者
会
議
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
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ス
・
コ
ー
ド
原
案
〜
会
社
の
持
続
的
な
成
長
と
中
長
期

的
な
企
業
価
値
の
向
上
の
た
め
に
〜
」（
二
〇
一
五
年

三
月
五
日
）
序
文
（
以
下
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン

ス
・
コ
ー
ド
原
案
序
文
」
と
い
う
）
七
項
参
照
。

（
注
一
四
） 
上
場
会
社
の
多
く
が
監
査
役
会
設
置
会
社
で

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
コ
ー
ド
で
は
「
監
査
役
」
や

「
監
査
役
会
」
と
記
載
し
て
い
る
が
、
監
査
等
委
員
会
設

置
会
社
や
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
お
い
て
は
、
自

ら
の
機
関
設
計
に
応
じ
て
所
要
の
読
替
え
を
行
っ
て
適

用
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
（
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ

バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
原
案
序
文
一
四
項
参
照
）。

（
注
一
五
） 

会
社
法
上
、
株
主
総
会
に
監
査
役
選
任
議
案

を
提
出
す
る
場
合
に
お
け
る
監
査
役
会
の
同
意
権
と
、

監
査
役
の
選
任
を
株
主
総
会
議
案
と
す
る
こ
と
に
つ
い

て
の
監
査
役
会
の
提
案
権
が
定
め
ら
れ
て
い
る
（
同
法

三
四
三
条
）。
ま
た
、
監
査
役
の
報
酬
は
、
会
社
法
上
、

監
査
役
が
二
名
以
上
お
り
、
監
査
役
の
個
別
報
酬
額
に

つ
い
て
定
款
の
定
め
ま
た
は
株
主
総
会
の
決
議
が
な
い

と
き
に
は
、
監
査
役
会
の
協
議
に
よ
り
そ
の
配
分
を
定

め
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
同
法
三
八
七
条
一
項
・
二

項
）。

（
注
一
六
） 

改
訂
版
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
三
–
一
〇
に
お
け
る

「
監
査
役
会
の
同
意
を
は
じ
め
と
す
る
適
切
な
手
続
」

は
、
監
査
役
選
任
議
案
に
対
す
る
監
査
役
会
の
同
意
権

等
を
想
定
し
て
い
る
が
、
た
と
え
ば
、
任
意
の
指
名
委

員
会
に
お
い
て
監
査
役
の
候
補
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
、

当
該
議
論
へ
監
査
役
が
適
切
に
関
与
し
て
い
る
場
合
に

は
、
当
該
「
適
切
な
手
続
」
と
な
り
得
る
。

（
注
一
七
） 
https://w

w
w

.fsa.go.jp/new
s/r2/singi/2021 

0322-3.htm
l

（
注
一
八
） 

二
〇
二
〇
年
一
一
月
一
日
付
け
の
有
価
証
券

上
場
規
程
改
正
以
降
に
新
た
に
上
場
申
請
を
行
っ
た
Ｊ

Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｑ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
上
場
会
社
は
、
本
則
市

場
の
上
場
会
社
と
同
様
に
、
全
原
則
が
適
用
対
象
と
な

る
（
有
価
証
券
上
場
規
程
二
〇
二
〇
年
一
一
月
一
日
改

正
付
則
七
項
）。

（
注
一
九
） 

有
価
証
券
上
場
規
程
四
三
六
条
の
三
。

（
注
二
〇
） 

具
体
的
に
は
、
補
充
原
則
一
–
二
④
（
後

段
）、
補
充
原
則
三
–
一
②
（
後
段
）、
補
充
原
則
三
–

一
③
（
後
段
）、
原
則
四
–
八
、
補
充
原
則
四
–
八
③

（
か
っ
こ
書
部
分
）、
補
充
原
則
四
–
一
〇
①
（
後
段
）

で
あ
る
。

（
注
二
一
） 

具
体
的
に
は
、
補
充
原
則
一
–
二
④
、
補
充

原
則
二
–
三
①
、
補
充
原
則
二
–
四
①
、
補
充
原
則
三

–
一
②
、
補
充
原
則
三
–
一
③
、
補
充
原
則
四
–
二
②
、

補
充
原
則
四
–
三
④
、
原
則
四
–
四
、
原
則
四
–
八
、

補
充
原
則
四
–
八
③
、
補
充
原
則
四
–
一
〇
①
、
原
則

四
–
一
一
、
補
充
原
則
四
–
一
一
①
、
補
充
原
則
四
–

一
三
③
、
補
充
原
則
五
–
一
①
、
原
則
五
–
二
、
補
充

原
則
五
–
二
①
で
あ
る
。

（
注
二
二
） 

具
体
的
に
は
、
補
充
原
則
二
–
四
①
、
補
充

原
則
三
–
一
③
、
補
充
原
則
四
–
一
〇
①
、
補
充
原
則

四
–
一
一
①
で
あ
る
。

（
注
二
三
） 

二
〇
二
一
年
六
月
一
一
日
付
東
証
上
場
第
二

六
号
参
照
。

（
注
二
四
） 
有
価
証
券
上
場
規
程
二
〇
二
一
年
六
月
一
一

日
改
正
付
則
（
以
下
「
改
正
付
則
」
と
い
う
）
三
項
（
二

〇
二
一
年
六
月
一
一
日
付
東
証
上
場
第
二
四
号
）。

（
注
二
五
） 

そ
の
ほ
か
、
実
施
し
な
い
理
由
の
説
明
に
当

た
っ
て
は
、
自
社
の
個
別
事
情
を
記
載
す
る
こ
と
や
、

代
替
手
段
に
よ
っ
て
本
コ
ー
ド
の
趣
旨
を
実
現
し
て
い

る
場
合
に
は
そ
の
旨
を
記
載
す
る
こ
と
な
ど
も
考
え
ら

れ
る
。

（
注
二
六
） 

有
価
証
券
上
場
規
程
四
一
九
条
二
項
、
同
施

行
規
則
四
一
五
条
二
項
・
一
項
二
号
。

（
注
二
七
） 

改
訂
前
の
本
コ
ー
ド
に
基
づ
き
ガ
バ
ナ
ン
ス

報
告
書
を
更
新
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
任
意
に
本
改

訂
で
改
訂
さ
れ
た
特
定
の
事
項
を
開
示
す
べ
き
と
す
る

原
則
に
基
づ
い
て
開
示
を
行
う
こ
と
も
差
し
支
え
な

い
。
そ
の
場
合
に
つ
い
て
も
、「
コ
ー
ド
の
各
原
則
に
基

づ
く
開
示
」
の
欄
に
お
い
て
、
ど
の
記
載
が
改
訂
版

コ
ー
ド
に
基
づ
く
記
載
で
あ
る
か
の
明
記
を
お
願
い
し

た
い
。

（
注
二
八
） 

改
正
付
則
五
項
。

（
注
二
九
） 

こ
れ
ら
の
上
場
会
社
が
新
市
場
区
分
の
選
択

申
請
に
お
い
て
グ
ロ
ー
ス
市
場
を
選
択
す
る
場
合
に

は
、
全
原
則
に
対
応
し
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
報
告
書
を
提
出

す
る
必
要
は
な
く
、
新
市
場
区
分
移
行
後
も
基
本
原
則

の
み
が
適
用
さ
れ
る
が
、
本
提
言
に
お
い
て
は
、「
グ

ロ
ー
ス
市
場
上
場
会
社
に
お
い
て
は
、
…
…
各
社
の
置

か
れ
た
状
況
に
応
じ
つ
つ
、
原
則
や
補
充
原
則
に
も
沿

い
な
が
ら
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
向
上
に
向
け
た
自
主
的
な
取

組
み
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
示
さ
れ
て

お
り
、
原
則
や
補
充
原
則
を
踏
ま
え
た
積
極
的
な
取
組

み
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

（
注
三
〇
） 

改
正
付
則
二
項
。

（
注
三
一
） 

も
っ
と
も
、
改
訂
版
コ
ー
ド
の
う
ち
プ
ラ
イ

ム
市
場
の
み
を
対
象
と
す
る
内
容
に
つ
い
て
、
先
行
し

て
任
意
に
当
該
内
容
を
踏
ま
え
て
記
載
す
る
こ
と
も
差

し
支
え
な
い
。
そ
の
場
合
に
は
、
プ
ラ
イ
ム
市
場
向
け

の
内
容
を
含
め
た
改
訂
版
コ
ー
ド
に
基
づ
く
記
載
で
あ

る
旨
の
明
記
を
お
願
い
し
た
い
。

（
注
三
二
） 

改
正
付
則
四
項
。（

し
ま
ざ
き
・
ま
さ
お

い
け
だ
・
な
お
た
か

は
ま
だ
・
お
さ
む

し
ま
ぬ
き
・
ま
ど
か

に
し
は
ら
・
あ
き
み
）


